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片倉 異文 化環境 のア ラブムス リム

異 文 化 環 境 の ア ラ ブ ム ス リ ム

ヴ ァンクー ヴ ァーの エ ジプ ト人 ムス リムの事例 研究

片 倉 も と こ*

           Muslims in a Non-Islamic Environment 

—A Case Study of Egyptian Community in Vancouver , Canada—

Motoko KATAKURA

   The present paper is based on my field research, carried out 
from June to September 1984, and June 1985 to February 
1986.  I have already published reports on Arabs and Muslims 
in Canada, the actualities of whom are yet little known and who, 
I observe, suffer more often than not from the prejudice  against, 
them [KATAKURA  1986: 206-215,  1988a  :  681-726]  . 

   In this paper, I intend to focus on Egyptian Muslims in 
Vancouver, describing and analising the process and the 
characteristics of their adaptation to a non-Islamic environment. 
The materials were collected through personal interviews and 
observations of 50 household members living in Vancouver. 

   After introductory chapters on outline of the fieldwork 

(Chapter 1) and on the social and historical background of 
immigrants of Egyptian Muslims, presenting data on the socio-
demographic features of 50 households (Chapter 2), the pattern 
of their social networks are discussed in Chapter 3. I examine 
1) the social relationships based on Egyptians' encounters with 
other Egyptians, non-Egyptian Arabs, other Muslims from Africa, 
Europe, Asia etc., Canadians of French or British origin, and 

Jews in Vancouver; and 2) the blood-related network in Canada, 
Egypt, the USA, and other Arab countries. 

   In Chapter 4 I examine whether the Egyptian Muslims in 
Vancouver change or not their traditional behavioral patterns or 
values in everyday life. For this analysis, three aspects of their life 
are  used  : 1) language and education; 2) life habits such as food, 
drinking, marriage and funerals; and 3) religious consciousness
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and practices revealed in fasting, praying, alms giving and 
attitudes towards Christmas celebrations, in Canada. 

   Through the observation and the analysis above, we can 
summarize the result of this research as  follows 

   In terms of the way of adaptation to non-Islamic society, 
Egyptian muslims are categorized into three groups, 1) secular 
assimilatists, who intend to identify themselves as Canadians, 
by adapting Western values and behavior. 2) cultural nation-
alists, who cherish Egyptian culture, including Islam as a part 
of Egyptian  culture; and 3) Islamic transnationalists who identify 

themselves as Muslims, neither as Egyptians, nor as Canadians. 
   The approximate ratio of the present population of each 

group is 25 %, 45 % and  30  %, respectively. However, the 
number of Islamic transnationalists is increasing these years, 
because fairly good numbers of secular assimilatists and 
cultural nationalists tend to shift to the Islamic transnationalist 

group. 
   Thus there is a trend of further Islamization of Egyptian 
muslims in Vancouver because of their becoming more conscious 
of being muslims in non-Islamic environment and because of 
world-wide Islamization which is presently prevailing in and 
out of Canada.
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は じ め に

　 この報告 は,カ ナダ西部,ブ リテ ィ ッシュ ・コロンビア州 ヴ ァンクーヴ ァーのエ ジ

プ ト人 ムス リムを調査対象 と して,非 イス ラーム的環 境における適応 の問題 につ いて

考察 し,彼 らのイス ラーム的生活様式か ら くる価値観が どのよ うに変化 して いるのか,

あ るいは変化 して いないのかを分析す るものであ る。

　筆者 はすで に,カ ナダ におけるア ラブムス リムの移 民の歴史 をカナダ の移民対策 と

の関連 で とらえ,西 欧社会一般 と同様,カ ナダ社会 において も顕著 にみ られ るアラブ

あ るい はムス リムに対 する偏見 と無知,そ れに ムス リムはどのよ うに対応 して いるか,

イス ラーム的生活環境 をど う作 りあげて いるか,新 世代の動向はどのよ うな ものであ

るかについて報告 した[片 倉 　 1986:206-215,1988a:681-726]。 そ こでは,カ ナダ

政府 が 「望 ま しくない」「同化不可能」 と した,ア ラブを含 めた 「アジア人」 に対す る

排斥 的移民対策,1962年 の 「点数制度」(point　system)導 入 による移 民法 の改正,移

民対策 の変化 に ともな うアラブや ムス リム移民の数 と質 の変化 につ いて詳述 した。差

別 と偏見 が未 だに存在す るカナダ社会の現状を明 らかに し,そ うした環境 に対 するム

ス リムを,類 型別 に考察 した。 さらに,カ ナダ生 まれの新世代 が,実 用言語 と しての

ア ラビア語 能力 は低下 して も,「 価値言語」[片 倉　 1988a:721,1988b:136-・137]と

してのア ラビア語 は保持 して おり,今 後,カ ナダ社会 の中で,ア ラブと して よりも,

ムス リム としてのアイデ ンテ ィテ ィを求めてい く可能性について指摘 した。

　本稿 では,ア ラブムス リム移民の うち,ヴ ァンクーヴ ァー在住のエ ジプ ト人 ムス リ

ムの コ ミュニテ ィに焦点 をあて,そ の社会的ネ ットワー クや言語,教 育,食 生活,結

婚や葬儀,礼 拝 ・断食 な どのイス ラーム的生活様式,宗 教意識などの面 か ら,よ り詳

細な具体的事例を報告 す るもので ある。

　 この調査 の結果,エ ジプ ト人 ムス リムは,カ ナダ的異文化環境へ の対応の仕方 に よ

って,① 同化型(西 欧主 義型Asグ ル ープ),② 文化主張型(エ ジプ ト主義型Cuグ
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ル ープ),③ トランスナ ショナル型(イ ス ラーム普遍主義型Trグ ループ)の3つ の

類型 に分類 し得 ることが明 らかにな った。

　 Asグ ル ープは,カ ナダ社会への 同化要求が強 く,自 分のエジプ ト的,ム ス リム的

要素を抹殺 しようとす る人 々であ る。Cuグ ル ープは,カ ナダへの同化を も考慮 しつ

つ,エ ジプ ト本国の 文化を 中心 としたア ラブの伝統文化を大切にす る。Trグ ル ープ

は,エ ジプ ト人やア ラブ人 と して よ りも,ム ス リム と してのアイデ ンテ ィテ ィを重視

す る人 々であ る。 具体的に詳述 してい く本報告の過程で,記 述 上,As,　 Cu,　Trグ ル

ープとい う呼称を用い ることとす る
。

　 なお,「 コ ミュニテ ィ」とい う言 葉は,地 域性 と社会的 ・文化 的同質性 をそなえた共

同体を さす ことが多 いが,こ こで は,地 域社会を形成 してい るとい う空間 的な意味合い

で はな く,伝 統 を共有 し,社 会的 きず なを分か ち合 っている人 々の集団を指 してい る。

　被調査者の固有名詞は,す べて仮名 の頭文字 で表記 した。

1。 調 査 の 概 要

1.　 調査対象の選定

　 調査対象にヴ ァンクーヴ ァーのエジプ ト人ムス リムを選んだの は,以 下の理由によ

る。 まず第一 に,エ ジプ ト人移民が,カ ナダにおけるア ラブ移民の 中で,主 要な位置

を占めて いることで ある。 エジプ ト人 のカナダへ の移民 には曲折 はあ ったが,1962年

の移 民政策 の改正 により,点 数制度が とられるよ うにな ってか ら,エ ジプ ト人 コ ミュ

ニテ ィはア ラブムス リム ・コ ミュニテ ィのカナダにおける動向を知 るうえで,重 要 な

存在 にな って きて いる[片 倉　 1988a:702-703]。 数 の上で も,現 在,エ ジプ ト人 は,

カ ナダにおけるアラブ移民 中,レ バ ノン人 に次 ぐ割合 を しめて いる。その大部分はケ

ベ ック州,オ ンタ リオ州 に 住むが,ブ リテ ィ ッシュ ・コロンビア州 のエ ジプ ト移 民

は,次 いで多 い。 ブ リティ ッシュ ・コロンビア州 内のエ ジプ ト移民に おいて は,ム ス

リム人 口が最 も多 く,コ プ ト[片 倉 　 1988a:702,註28],バ ハ ーイ[片 倉 　 1988a:703

註29]な どのエ ジプ ト人 の数 を,は るか に上まわ ってい る1)。

　第二 に,エ ジプ ト人の移民 コ ミュニテ ィにつ いて の研究 が,こ れまで ほとんどなさ

れていない ことがあげられ る。ア ラブ移民の中で も,ア ル ジェ リア,チ ュニ ジァ,モ

ロ ッコ,リ ビァ系 の移民 は,フ ランス,イ タ リァなど ヨーロ ッパの旧宗 主国に多数 が

移 住 し,彼 らについて の調査研究 もおこなわれて いる。 レバ ノン ・シ リア系 の移 民に

1>ム ス リム家族に対してコプ トは約15～20%,バ ハーイはごく少数。
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ついては,商 人 として,ア フ リカ大陸は もちろん,中 南米,北 米大陸に も,広 範囲に,

深 く根 を 下 してい ることが,よ く知 られてい る。 カナダのエ ジプ ト人 コミュニテ ィ

を調査 する ことによって,レ バノ ン ・シ リア系移 民などに比べ,研 究 のすすんで いな

いエ ジプ ト系移民 の実態を多少な りとも明 らかにで きると考 えた。

　第三 に,筆 者 が彼 らの祖国であ るエ ジプ トのムス リムた ちの生活 や,一 般 の社会事

情に通 じてい ることで ある。筆者 は1962年 か ら1965年 に かけてのナセル時代にエ ジプ

トのカイ ロ大学 に留学 して いた。現在 カナダに在住 しているエ ジプ ト人ムス リムには,

このナセル時代 に国を 出た とい う者 が多い。イ ンフォーマ ン トと調査者 の間で,時 間

的に も空間 的に も,「 同 じエジプ ト」 を知 って いることは,話 を聴 いた り,調 査をす

すめ るうえで,ラ ポールを成立 させやすか った。第四に,集 中調査をす るのに適 した

コ ミュニテ ィであ った こと。筆者 がヴ ァンクーヴ ァーで ムス リムの調査をは じめるに

あた って,ブ リテ ィッシュ ・コロ ンビア大学 の教授,そ の他多 くの人 々か ら,イ スマ

ーイー リー ・ムス リムを研究 して はど うか とい う助言を うけた。た しかに,イ スマー

イー リーの人 口数は多 く,組 織力 もあ り,カ ナダ社会にかな りうま く適 応 していると

いわれ,調 査 対象 として はお もしろい と考え られた。そ こで予備調査 を,多 少すす め

てみた。 しか し,本 調査にあた ってはまずパ リのイスマーイール派本部 の許可を得 な

ければな らない,礼 拝 中は部外者が モス クの 中に入 つてはいけないなど,さ まざまな

制約 が課せ られる ことがわか った。調査結果を活字にする ことに も問題 があ り,予 想

以上に閉鎖 的な集 団で,調 査対象に は不向 きであ ると判断 された。

　 それに対 して,ヴ ァンクーヴ ァーの エジプ ト人 は,開 放的であ り,宗 教生活 を含 め,

さまざまな生 活空間への出入 りも,自 由にさせて くれた。た とえば,ヴ ァンクーヴ ァ

ーにはNile　 Flaser　Egyptiall　 Canadian　 Society[片 倉 　 1988a:715]2)と い うオー

プンな性格 を もつ組織 があ り,エ ジプ ト人,英 仏系 カナダ人のみな らず,ド イツ人,ユ

ー ゴス ラビア人,フ ィリピン人 などさまざまな文化的背景 を もつ人 々が参加 して いる。

　 こうしたエ ジプ ト人 コ ミュニテ ィの もつ性格か ら,異 文化環 境におけるムス リムを

考察す るのに適 した集団であ ると考え られた。

2.　 調査期間 と調査方法

本 調査は,1984年6月 か ら同年9月 にか けての3カ 月間,お よび1985年6月 か ら86

2)Nile　 Flaserの 名称については[片 倉　1988a:715,註42]。 　NFECSは,1979年 に設立され

たヴァンクーヴァーのエジプト系カナダ人のための親睦団体。1985年 のメンバーは41家 族で,

ヴ ァンクーヴァーの,高 学歴で専門職をもつ平均的エジプト人が多い。会費は年15カ ナダ ドル

で,ア ラビア語と英語の新聞を発行しているほか,ほ ぼ1カ 月に1度 のスポーツ会,ピ クニッ

ク,11月 末のディナー ・パーティー,12月 の子ども会などの行事をおこなっている。
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年2月 までの9カ 月間 との2回 にわ たって おこなわれた。 ムス リムのイスラーム的生

活様式が顕著にあ らわれ るラマダ ーン月(断 食月,1984年5月31日 ～6月29日,1985

年5月20日 ～6月19日)お よび ズー ・アル ヒ ッジャ月(巡 礼月,1984年8月15日 ～9

月15日,1985年8月5日 ～9月5日)が 含まれ るよ うに調査期間を設定 した。1989年

7月 には,そ の後 の変化を みる追跡調査をお こな った。1回 目の調査 と3回 目の調査

は筆者1人 で おこなったが,2回 目は筆者 の他 にブ リティ ッシュ ・コロンビア大学大

学院人類学科 のカナダ人学生2人 が助手 として調査 にあ たった。

　調査 の方法 と して は,面 接調査,参 与観察,実 地 見学 を主軸 に し,新 聞,雑 誌 を含 め

た文献調査 も合わせてお こな った。 最初 に接触 したエジプ ト人 ムス リムは,NFECS

の メ ンバ ーで,彼 らを通 じて,他 のエジプ ト人 ムス リム とも知 り合 いになることがで

きた。 その後,ひ き続 き,モ スクや,NFECSで お こなわれ る行事,会 合,そ の他 に

参加 して,彼 らの社会的 な関係 を観察 した。 また,彼 らの家や,筆 者の家で,生 活を

共 にする こと もした。 くつ ろいだ状態で話 をす ることによって,イ ンフォーマ ン トの

本 音を引 き出す ことをこころみた。 こうしたや り方で,こ れ までの カナダにお ける,

歴 史家 や社会学者 による文献,質 問表,お よび統計を主体 と したアラブ移民の研究に

不足 して いたものを 引き出す ことがで きた。

　使 用言語 は,被 調査者 の最 も得意な言語 とした。25才 以上の者 は,お おむねア ラビ

ア語 で,そ れ以下 の者,と くにカナダ生 まれの若 い者や子 どもは,英 語および仏語で

コミュニケイ ションが おこなわれた。

亜.　調査世帯 に関す る基礎資料

　筆者 はヴ ァンクーヴ ァーにおいて,61世 帯 のエ ジプ ト人 ムス リムに接触 し,聴 き取

り調査 や観察を おこな ったが,聴 きもらしな どの理由のため,そ の うち50世 帯の みを

選んで述べ ることとす る。その内訳 は,世 帯主 と配偶者93人(う ち独身者世帯6人,

非 エ ジプ ト人配偶者12人 を含む。その内訳 は,英 仏系 カナダ人3名,ド イ ツ人3名,

ス イス人1名,チ ェコ人2名,イ タ リア人1名,フ ィジー人1名,ス コ ットラン ド人

1名),子 ど も96人 で あ る。

　 1.　 エ ジ プ ト人 ム ス リム の 居 住 地 と イ ス ラー ム 的 施 設

　 こ の 報 告 は,大 ヴ ァンクーヴ ァー　 (Greater　 Vancouver　 Reagional　 District

GVRD)と よばれ る行 政地 区を調査地域 と してい る。 図1に ・印 で示 したのが,調

査の対象 とな ったエジプ ト人 の居住地であ る。
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・エジプト系カナダ人住居

口1リ ッチモンド大モスク'

　　 BCMA本 部

　　 イスラーム学校

口2パ キスタン・カナダ・センター

　　 モスク

　　 難民避難所

口3サ レーモスク

　　 イスラーム学校

口4イ スマーイーリー本部

　　モスク

　　 イスラーム夜間学校

　　 クリニック

口5シ ーア派モスク

ロ6ハ ラール食肉店

口7ハ ラール食肉および海産物商店

口8ハ ラール食肉店

口9ハ ラール食肉および海産物店

口10イ スラーム関係書籍店

口11オ ークリッジ・コミュニティ・センター

　 　 (大祭時 礼拝所 、アラビア語学校、友好スポーツ会)

口12ジ ャックの店(中 東、ギリシャ食品および雑貨店)

口13オ ーシャン・ヴュー墓地(イスラーム教徒 用墓地)

口14ブ リティッシュ・コロンビア大学国際会館(礼 拝所 、子ども会)

図1　 大 ヴ ァ ン クー ヴ ァー(Greater　 Vancouver　 Regional　 District)に お け る

　 　 　 　 　 　 　 ヱ ジ プ ト人居 住 地 と イス ラー ム 的施 設

　大モス クのあ る リッチモ ン ドに10世 帯,モ ス クのあ るサ レーに10世 帯,ハ ラール食

肉店や イス ラーム関係書店 などが集 中するヴ ァンクーヴ ァー市 内に12世 帯が居住 して

い る。その ほかには,ウ エス ト・ヴ ァンクーヴ ァー,ノ ース・ヴ ァンクーヴ ァー,バ ー・

ナ ビー,コ クイ トラム,ポ ー ト・コクイ トラムにそれぞれ2～4世 帯が居住 してい る。

　一番大 きいモスクは,ヴ ァンクーヴ ァー空港 のす ぐそばにあ る リッチモ ン ド大 モス
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ク3)で,こ こにBritish　 Columbia　 Muslim　 Association(BCMA)[片 倉　 1988a:713,

註41]の 本 部 と,イ スラーム学校が所 在する。最 も古 いモス クは,ヴ ァンクーヴ ァー

市 内にあるパ キスタ ン ・カナダ ・セ ンターで ある。パ キスタ ン人が中心にな って作 っ

たモス クなので,通 称パ キスタ ン ・セ ンターとよばれて いるが,今 では,非 パ キスタ

ン人 のムス リムの 出入 りの方 が多い。 かなり広 い地下室 は,パ レスチナ難民 や,カ ナ

ダに職 を求 めて移民 して きたけれど も,就 職で きないでい る者 などの,一 時 の避難所

に もな って いる4)。 サ レーモス クは,も ともとプロテスタ ン ト系の キ リス ト教会であ

ったが,売 りに 出されたのをムス リムが購入 して,イ ス ラームの礼拝所 に した もので

あ る5》。

　 イスマ ーイー リーのモス ク(The　 Ismaili　Jamatkhana　 and　 center)は バ ーナ ビー

にあ り,学 校,図 書室,ク リニ ック,結 婚披 露宴会場 などの施設があ る6)。 シーア派の

小 さなモス クが リッチモ ン ドにおかれて いる。エ ジプ ト人ムス リムは,全 員 がス ンニ

ー派 に属 し
,こ れ らのモスクには,見 学 には行 くけれ ども,礼 拝 はお こなわない7)。

　ハ ラール食 肉店 は,ヴ ァンクーヴ ァーに3軒,サ レーに1軒 あ り,サ レーの店 は海

産物 もあつか ってい る。そのほか,中 東か ら輸入 したかんづめや冷凍食 品,ア ラビァ

語 の新 聞 ・雑誌,エ ジプ ト映画の レンタル ヴィデオなどをあつか っているジ ャックの

店 や,イ スラーム関係の書籍を売 る店 もヴ ァンクーヴ ァーにあ る。

　 オーク リッジ ・コ ミュニテ ィ ・セ ンターは,大 祭 イー ド・アルア ドハ ー8)の 時 の礼

拝所で あ り,ア ラビア語学校,夕 方 にエジプ ト人 同士 が集ま ってスポー ッをお こなう

場所に もな ってい る。

　バ ーナ ビーの ヴ ァンクーヴ ァーに近 い郊外 にある,オ ーシャン ・ヴ ュー ・メモ リァ

ル ・パ ークの一角に は,1976年 か らBCMAに よ って ムス リム用の墓地 が購入 され,

埋 葬が おこなわれてい る。 このほか,イ スラーム専用の施設 ではないが,ブ リティ ッ

3)1965年 ごろから建設計画がたて られていた。建設資金は,カ ナダのムスリムとサウディアラ

　 ビァ,リ ビアの私的機関からの寄附金でまかなわれた。完成 したのは1981年 である。1階 に大

　 きな礼拝所があり,2階 が女性の礼拝所である。遺体安置室,遺 体洗浄室などの設備もある。

4)近 隣の一般カナダ人には,「パキスタン・チャーチ」とよばれている。地下の大部屋に,1986

　 年 に調査 したときには,パ キスタン人,パ レスチナ人,バ ングラデシュ人,ト ルコ人が避難し

　 ていた。

5)購 入したのは,1975年 である。十字架の聖壇や,机 や椅子などの不用なものを全部除き,イ

　 スラーム式にデザインしなおした。

6)こ のセンターの建設にあたっては,周 辺住民の大きな反対運動があった[片 倉　1988a:706]。

7)ス ンニーもシーアも,ど のモスクで礼拝してもよいというたてまえにはなっているが,実 際

　 には別れて しまうのが実情である。

8)犠 牲祭ともいう。イスラームの最も重要な祭のひとつで,イ スラーム暦のズー ・アルヒッジ

　 ャ.月7日 から10日 にかけておこなわれる。メッカへの巡礼の最後にあたる10日 に,メ ッカと全

　 イスラーム世界では,ア ブラハムの故事にならい,い っせいに神に羊などの犠牲をささげる。
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シュ ・コロンビア大学 の国際会館 には,

常 設の礼拝所があ り,子 ど も会 の催 し

な ども,し ば しばな されている。

表1　 世 帯 員 数

1世帯の人数

　 2.　 世 帯 規模 と年齢 構成

　独身者の6世 帯,お よび離婚 した女

性とその子どもが兄の家族と同じ家に

住んでいる例を除き,全 世帯が夫婦と

未婚の子どもで構成される核家

世帯数 %(50世 帯中)

1

2

3

4

5

6

(人) 6

　2

　5

25

9

3

12

4

10

50

18

6

合 計 50世帯 100%

族であ る。

　50世 帯 中4人 家族 と5人 家族

が最 も多 く,4人 家族 は全体 の

50%,5人 家 族 は18%を 占 める。

7人 以上の家族 は存在 しない。

平均世帯規模 は3.76人,約4人

であ る(表1)。

表2　 一世帯の子ども数

子ども数 世帯数 子ども数合計 %(50世 帯中)

O

l

2

3

4

8

5

23

11

3

0

5

46

33

12

16

10

46

22

6

合 計 50世帯 96人 100%

　 一世帯の平均子ど も数 は1.92人,約2人 であ る(表2)。 世 帯主 および配偶者 は男

女 ともに,30代 が 最も多 く,40代,50代 が それに続 く(表3)。

　 男性 は30代16人,40代15人,50代10人 と,働 きざか りが9割 を占あ,60以 上 の高齢

者 は3名 だけである。女性 は30代 が44人 中23人 と最 も多 く,40代11人 と あわせて,全

体の4分 の3を 占める。最高齢 の男性 は リッチモ ン ド在住の退職者 で68才,最 高齢 の

女 性はその妻63才 である。

　 20代 の独身世帯主た ちも含 め,世 帯主は,全 員 エ ジプ ト生 まれで,カ ナダ生まれの

2世 はいない。

表3年 齢 構 成(世 帯主と配偶者)

年 齢 男 女 合 計 男%(93人 中) 女%(93人 中) 合計%(93人 中)

20～29

30～39

40～49

50～59

60以 上

5

6

5

0

3

　

1

　
1

　
1

4

23

11

5

1

9

9

6

5

4
ム

　

00

9
6

1

5.4

17.2

16.l

lO.8

3.2

4.3

24.7

11.8

5.4

1.1

9.7

41.9

27.9

16.2

4.3

合 計 49人 44人 93人 52.7% 47.3% 100%
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表4　 子ども(被扶養者)の 年齢

年 齢 男 女 合 計 男%(96人 中) 女%(96人 中) 合計%(96人 中)

0～4

5～9

10～14

15～19

20～29

30以 上

9

11

12

5

6

1

7

13

13

8

8

3

16

24

25

13

14

4

9.4

11.5

12.5

5.2

6.3

Ll

7.3

13.5

13.5

8.3

8.3

3.1

16.7

25.0

26.0

13.5

14.6

4・.1

合 計 44人 52人 96人 46.　090 54.0% 100.0%

子どもの年齢は5～19才 までが半数を占める(表4)。20代 後半から30代の者を除

き,大 部分がカナダ生まれの2世 である。

3.就 業 状 態

　先に述べたよ うに,カ ナダで は1967年 以 降,学 歴,経 験,職 業技能 などを重視 す る

点数制度を移 民法 に取 り入 れて いる。 このため,こ れ以 降の移民 には,高 学歴の専 門

職やホ ワイ トカ ラー層 が大部 分 を 占 め る[片 倉 　 1988a:700]。 ヴ ァンクーヴ ァーの

エジプ ト人 は,点 数制 度以降 に移民 した者が多 く,医 療,教 育 関係 の専門職につ く者,

技 師,会 計士,会 社員などのホワイ トカラー層が全体の60%近 くを占める。1984年 か

表5　 世帯主と配偶者の職業

職 業 名 男

医療関係

教育関係

ホワイ トカラー

サービス業

ブルーカラー

主 婦

学 生

退職者

無 職

8

1

26

3

4

3

2

2

女

4

6

10

1

21

1

1

合 計

12

7

36

4

4

21

4

2

3

　男%

(93人中)

8.6

1.1

28.0

3.2

4.3

3.2

2.1

2.1

女%

(93人中)

4.3

6.4

10.8

1.1

22.6

1.l

l.1

合計%

(93人 中)

12.9

7.5

38.8

4.3

4.3

22.6

4.3

2.1

3.2

合 計 49人 44人 93人 52.6% 47.4% 100%

「医療関係」

「教育関係」

「ホワイトカラー」

「サ ー ビス 業」

「ブル ーカ ラー」

医師,精 神病医,看 護婦,物 理療法関係者を含む。

小 ・中 ・高校,大 学関係者

会計士,技 師,技 術者,会 社員,建 築家,秘 書,
コンピュータ ・プログラマー

旅行代理店勤務,店 員,バ ーテンダー

船大工,ガ ードマン
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Q。
q。
　

表6　 出身国別アラブ移民のカナダでの就業状態

　　　　　　 1956～1974　 (%)

出 身 国

アル ジ ェ リア

ア ラビ ア

バハ レー ン

ェ ジ プ ト

イ ラク

ヨル ダ ン

ク ウ ェー ト

レバ ノ ン

リビア

モ ー リタニ ア

モ ロ ツコ

カ タ ール

サ ウデ ィア ラ ビア

ス ー ダ ン

シ リア

チ ュニ ジ ア

イ エ メ ン

合 計

専 門 職

57.97

19.49

31.43

39.21

39.56

20.31

47.77

21.　65

56.64

60.00

20.76

9.09

56.76

55.10

22.56

40.07

50.00

30.17

下層 ホ ワイ
トカ ラー

サ ー ビス 業 農 業

17。39

16.91

48.57

37。15

10.14

13。60

2.36

3。44

3.62

8。09

0.17

23.59

20.69

22.68

17.22

27.43

40.　OO

45.70

54.55

23.42

33.67

17.24

14.80

37。50

3.44

5.ll

3.78

12.37

2.65

8.95

2.04

5.83

18.41

0.38

4.88

0.30

1.80

1.20

1.08

28.30 7.50 1.96

ブル ー

　 カ ラー 無 解 答 合 計

9.42

40.07

14.29

17.71

30.47

46.36

24.74・

38.82

12.39

22.12

36.36

17.12

9.18

47.77

23.10

12.50

1.45

1.84

2.86

2.32

2.95

7.15

1.03

5.06

0.88

2.16

0.90

5.40

2.53

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

28.54 3.53 100

全労働者数

　 138

　 272

　 35

8,033

　 407

　 783

　 291

6,863

　 113

5

1989
,

　 ll

　 lll

　 98

1,166

　 277

　 　 8

20,600

全移民者数

　 221

　 536

　 92

17,104

　 892

1,562

　 579

14,396

　 274

　 　12

5139,

　 22

　 247

　 228

2,391

　 406

　 19

44,120

無 職%

37.56

49.25

61.96

53.03

54・.37

49.87

49.74

52.33

58.76

58.33

61.30

50.00

55.06

57.02

51.23

31.77

57.89

53.31

出典 Baha Abu-Laban, An Olive Branch on the Family Tree; The Arabs in Canada.  McClelland & Stewart and Canadian Government, 1980,

P・117・ ア ンダ ー ライ ンは,筆 者 に よ る。
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ら86年 にか けて,カ ナダは経済 的に不況であ り,そ のあ おりを うけて人員整理の対象

になった エジプ ト人 もいた9)。 無職 の男性の うち,1名 は,本 業 は建築家で あるが,

1986年 現 在失業 中(M.T.)。 も う1人 は,1985年 ま で ノース ・ヴ ァンクーヴ ァーの造

船所 に勤務 して いたが,や は り失業 した(R)。1984年 にSimon　 Fraser　Book　 ShoPを

レ イオフされ,語 学セ ンターの警備 や,ア ラビア語 の翻訳の仕事 などを してい る者 も

いる(A・M.)。 女 性 も,44人 中21人 が職 をもち,コ ン ピュータ ・プログ ラマ ー,教 師,

建 築技術者 など,専 門職 に従事 して いる者が多い(表5)。

　 カナダ全 体にお けるエジプ ト人の就業状態を見 て も,表6に みるように,76%以 上

が専門職,ホ ワイ トカ ラー層で ある。他のア ラブ移 民 と比べて,ブ ル ーカラーの割 合

は比較的に少 ない(表6)。

　 ヴ ァンクーヴ ァーのエ ジプ ト人 の経済状態は,年 収20,000カ ナダ ドル(約300万 円。

1986年 現 在,1カ ナ ダ ドル ー約150円)以 上の者 が大多数 を占める。

4.　 世帯主と配偶者のエジプ トにおける出生地

　彼 らの出生地 はエ ジプ トの首都 カイロが最 も多 く,半 数以上 の58%,次 が ア レキサ

ン ドリアの21%で あ る。 この2つ の大都市で生まれ,成 人 した ものが,80%近 くを 占

める。 それ以外には,イ スマ ーイ リーヤ,タ ンタ,シ ャルキーヤ,ザ ガズィーク,フ

表7　 エジプ トにおける出生地(世 帯主と配偶者)

地 名

カ イ ロ

ア レキ サ ン ド リア

イ ス マ ー イ リー ヤ

タ ンタ

ザ ガ ズ ィ ー ク

シ ャル キー ヤ

ア シ ュー ト

フ ァイユ ー ム

男

27

11

4

2

1

1

1

1

女

20

6

4

2

1

合 計

47

17

8

4

2

1

1

1

男%

(81人 中)

33.3

13.6

4.9

2.6

1.2

1.2

1.2

1.2

女%

(81人中)

24.7

7.4

4.9

2.6

L2

合計%

(81人中)

58.0

21.0

9.8

5.2

2.4

1.2

1.2

1.2

合 計 48人 33人i 81人 59.2% 40.8% 100%

　　　 非エジプ ト人配偶者は含まない。

9)1989年 には,カ ナダ経済は好況に転じている。いったん レイオフをおこなった企業の一部な

　 どでは,再 雇用をしていないため,少 人数で仕事におわれ,土 曜日にも出勤せねばならないエ

　 ジプト人がいる状態であった。B・G・ハイ ドロに勤めるSuを はじめ,エ ジプト人の中で昇格 し

　ているもの5人 が目立つ存在であった。エジプト人 コミュニティの人々は,彼 らのことを話し

　 ながら,エ ジプ ト人ムス リムがカナダ社会で成功をおさめていることを強調していた。失業中

　 であったエジプ ト人も,そ れぞれみんな再就職をしていた。
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図2　 世帯主と配偶者のエジプ トにおける出生地

アイユ ームな ど下エ ジプ トの小都市 の出身者が男女あわせて16名,上 エ ジプ トのア シ

ュー ト郊外生 まれの男性1名 を除いては,全 員 が都市 出身者で,農 民 は1人 もいない

(表7,図2)。

　 5.　 カナダ移住 年次 と滞 在年数,移 住 の動機

　調査対象となったエジプ ト人世帯主は,1958年 以降1974年 までにカナダにわたって

きた移民が7割 以上を占め,滞 在年数が15年以上の長期滞在者が多い。この時期は,

カナダでは移民法に点数制度が導入された時であり,エ ジプ トではナセル時代(1952

-70)に あたる
。 カナダ全体で も,エ ジプ ト人移民の数は,1960年 代に入ってか ら,
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飛躍 的に増大 して いる[片 倉　 1988a:702]。

　 男性 では,1970～74年 に カナダへ移住 して きた者 が最 も多 く16名,1965～69年 が14

名,1958～64年 が5名 で,1974年 ま でにカナダへや って きた者 が70%で あ る。最 も早

くカナダにや って きたの は,下 エジプ トのタ ンタ出身 のM.A.で,エ ジプ ト本 国で は

地 主だ ったが,ナ セル の土地改革のあ と,1958年 に移 民 した。

　女 性 も,1970～74年 の移住 が最 も多 く14名 であ る。1958～64年 の6名,1965～69年

の5名 をあわせる と,1974年 まで に移住 した者 は80%に の ぼ る(表8)。

　 エ ジプ トか ら直接 カナダにわた ったので はな く,カ ナダ以外の国を経 由 して やって

きたケース も多い。エチオ ピア人 の父 をもつAbは,カ ナダにや って きたのは1982年

で あ るが,エ ジプ トを出たのは1972年 で,サ ウデ ィア ラビアに滞在 して いた。Ngは,

1970年 に エ ジプ トを出て,1979年 まで クウェー トで生 活 していた。M.Eは,同 じく

1970年 に,両 親 と弟 とともに クウェー トに行 き,1972年 に カナダに来 た。1954年 に 出

国 して58年 まで イラク,68年 ま でイギ リスにいたSiは,エ ジプ トへの帰国 も考えた

が,結 局 カナダへや って きたとい う。

　 ナセル政権 は,社 会主義化経 済政策 をお しすす め,農 地改革,ス エズ運河会 社な ど

大規模企業 の国有化,外 貨規制の強化,厳 重 な為替管理 などを おこな った。その一方

で,い わ ゆ る 「近代化」を指向 し,ア ズハル大 学勢力 との緊張 関係激化,「 イ フワー

ン ・ムス リミーン」弾圧事件な ど,イ ス ラーム原理主義勢力 と対決 ・圧迫す る姿勢を

とった。 その結果,西 欧化 された キ リス ト教徒 のブル ジ ョア階級 とともに,比 較的富

裕 なムス リム も,財 産 の保全や,将 来 性,信 仰 の問題 などか ら,エ ジプ トを離れ る者

が多か った。 ヴ ァンクーヴ ァーのエ ジプ ト人 ムス リムにも,ナ セルの政策に対す る批

表8カ ナ ダ 移 住 年 次 と 滞 在 年 数

カナダ移住年次

　(滞在年数)

1958～1964

(28～22年)

1965～1969

(21～17年)

1970～1974

(16～12年)

1975～1979

(11～7年)

1980～1982

(6～4年)

男

5

14

16

8

5

女

6

5

14

7

1

合 計

ll

19

30

15

6

　男%

(81人 中)

女%

(81人中)

6.2

17.3

19.7

9.9

6.2

7.4

6,2

17.3

8.6

1.2

合計%

(81人中)

13.6

23.5

37.0

18.5

7.4

合 計 48人 33人 81人 59.3% 40.7% 100%

非エジプト人配偶者は含まない。
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判者が多い。 と くに65年 前後 にエジプ トを離れた人にその傾 向がみ られ る。Ngな ど,

カ ナダへの移民た ちによれば,ナ セル以前 は,土 地を もたない者 を,土 地所有者 が面

倒をみて くれ,事 実上家族 のよ うな形 がと られて いた。土地 のない者 で もそれな りに

満足 した生活 を送 っていたという。富の分配が悪平等 にな った ともい う。 ナセルの土

地改革は,彼 らの国外移住 の大 きな要因の ひとつであ った。

　 しか し,実 際にエ ジプ トを離れ たのは農民で はな く,反 ナセルのイ ンテ リたちが主

であ った。裕福 な一族 の出身で,ナ セル時代 に財産 を没収 され たとす る者(M・A・,A・

N.),1967年 の 中東戦争の頃か らエ ジプ トに失望 し,み きりをつけて外 国へ移住す る

ことに したとい う者(Ng),ヱ ジ プ トでは 自分の能力を 充分にいかせないと考え た者

(Za)な どで ある。 カイロ大学教授の父親を もつ男性A・M・ は,母 親は ドイツ人で,

ドイツで生 まれた。1才 の ときエジプ トに戻 り,カ イロで育 ったが,26才 か ら31才 ま

で再 び ドイツにいた。 ナセル時代 にユダ ヤ人問題で ドイ ツとエ ジプ トの関係が悪化 し,

や むな くカナダへ移住 した とい う。

　 ヴ ァンクーヴ ァーのエ ジプ ト人 たちが,移 住先 と して経済 的によ り豊 かなアメ リカ

を選ばなか ったのは,ア メ リカに対 しよい印象を もっていない ことが,理 由の ひとつ

であ る。 アメ リカ人 は尊 大(arrogant)で あ るとして,反 米感情を もっている者 が多

い。 カナダが政治的に中立である ことを,カ ナダへの移住の理 由にあげている者 も多

い(A.B.D.な ど)。

皿.社 会 的 ネ ッ トワー ク

　本章では,ヴ ァンクーヴ ァーに おけるエジプ ト人 ムス リムの社会 的ネ ッ トワークの

パタ ーンを,地 縁 関係,親 族 関係 の両面か ら考察す る。地縁 関係は,ヴ ァンクーヴ ァ

ーとい う居 住地 を縁 に して作 られ たネ ッ トワークであ る。 ここで は,エ ジプ ト人,エ

ジプ ト人以 外のア ラブ,ア ラブ以外 のムス リム,英 仏系カナダ人,ユ ダヤ人 の5つ の

カテゴ リーにわけて考察する。次 に,ヴ ァンクーヴァーとい う土地 とは関係 な く,遠

隔の地に おけ る親族 とど うい う関係を もち続 けてい るか,あ るいは もって いないかに

つ いて考察す る。

1.　 ヴ ァンクー ヴ ァーに おけ る地縁 関係

1)　 エ ジプ ト人 との関係

　ヴ ァンクーヴ ァーのエジプ ト人 ムス リムの 中で,市 内に親族 がいる者 は一例 しかな
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い。ヴ ァンクーヴ ァーに来て か ら初 めて知 りあ った者 同士 がほとん どであ るが,社 会

的に最 も結びつ きが深いのは,や は り同 じエジプ ト人で あ る。彼 らは,宗 教 と言語を

同 じくし,非 イス ラーム社会 にいるエジプ ト人移民 としての経験を分か ちあ うことが

で きるばか りでな く,先 述 した移民政策,点 数制度を通 って きた故,ほ ぼ同水準の教

育を受 け,ほ ぼ同様 の経済 的背景を もち,専 門職やホ ワイ トカ ラーへの職業志向を も

ってい る。

　 エジプ ト入同士のつ き合 いには,エ ジプ ト本国にいた ときと同様の特徴が,全 体に

共通 してみ られ る。すなわち,ひ んぱんに訪問 し合 うこと,個 人単位 より家族単位の

つ き合いであ ること,相 互扶 助が義務化 されてい ることなどで ある。

　図1に 見 るように,ヴ ァンクーヴ ァーのエジプ ト人の居 住地 は,空 間的に は分散 し

て いる。 このため,コ ミュニテ ィのメンバ ーはゲ ットー的な きず なは もってい ない。

しか し,分 散 して住んでいて も,友 人 同士 の訪問 はひんぱんであ る。 エジプ ト人 は,

毎 日職場で顔 を合わせ るカナダ人 よ り,た まに しか顔を合わせないエジプ ト人 コ ミュ

ニテ ィに親近感 と帰属意識を もって いる。子 どもた ちも,毎 日学校で顔 を合わせ るカ

ナダ人 よ りも,エ ジプ ト人 コ ミュニテ ィの子 どもた ちの方 に親近感 を もって いる。

　 イー ド・ル ・フィ トル10)や イ ー ド ・アルア ドハー,マ ウ リドンナビー11)な ど の宗教

的な行事 の際 には,互 いの家 に集ま って食 事を した り,パ ーティをひ らいた りする。

キ リス ト教徒 のカナダ人 と同 じよ うに仕事 をするた め,ム ス リムの祭 りの時期 に合わ

せて休 日を とれない者 は,訪 問の代用 と して,頻 繁 に電話 を し合い,コ ミュニテ ィの

一員 として
,認 め られ るよう努力をする。 イー ドのときの ジヤー ラ12)は,ア ラブ ・コ

ミュニテ ィにおけるエ ジプ ト人 同士 の,義 務 に近 いものとなってい る。

　 日常 的な交際 もひんぱんにお こなわれ る。 エジプ ト人 コ ミュニテ ィの人 口は,比 較

的小 さいので,た いていのメ ンバーは,NFECSや,　 BCMAな どの組織の社交行事

で知 り合 うことがで きる。

10)断 食 明けの祭。小祭ともいう。ラマダーン月の次の,シ ャッワール月の第1日 めから,3日

　間続 く。ムスリムは,断 食によって1年 間の罪が許されるとし,新 しい気持で祭をむかえる。

　イー一ド・アルアドハーと同様,服 を新調 し,早 朝にモスクに出かけ,昼 と夜は親威や友人を訪

　問し,食 事を楽しむ。

11)マ ウリド(生 誕祭)は,ム ハンマドや聖者の誕生を祝っておこなわれるものである。中でも

　イスラーム暦3月12日 の預言者ムハンマドの生誕祭マウリドンナビーはイー ドに次いで,と く

　にエジプトで盛大に祝われる(サ ウディアラビアをはじめ,ワ ッハービズムの影響の強い地域

　では,偶 像崇拝に通ずるとして禁止されている)。 エジプ トでは,花 嫁や動物をかたどった砂

　糖菓子をつ くり,祭 のあとで食べるという昔からの習慣があり,ム ハンマドの美徳や奇跡をた

　たえる長詩が吟 じられたりする。

12)宗 教的には,聖 地や聖者の墓に詣でることを言う。毎日の生活では,人 々の間の日常的な訪

　問を意味する。人を訪ねることは,ほ とんど義務にされているほどの,ア ラブの重要な生活習

　慣である。
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写 真1　 オー ク リ ッジ ・コ ミュニ テ ィ ・セ ン ター で のバ レー ボ ー ル大 会

　 NFECSの メ ンバ ーで はあ るが,孤 立感 を もって いると打 ち明けた30代 の独身男性

Mの よ うな者 もいる。 同 じ年代の独身者 が,会 にほとん どいないとい う理 由もあ るが,

エ ジプ ト人 は,本 国において と同様,家 族単位でのつ き合いを大切 にするので,一

人者 は一人前 とみな されず,な おざ りにされ がちになるか らで もあ る。Mの 父母 はエ

ジプ トに住んで お り,毎 夏ヴ ァンクーヴ ァーを訪 れるが,そ ういう時は,父 母 とと も

に,家 族つ き合 いの輪 にいれて もらえ る。 それ以外 の1人 のときに は,も う2年 も

NFECSの メ ンバ ーなのに,既 婚者の家に招 かれた ことがない。 しか しそれで も,ア

ラビア語で コミュニケ イシ ョンがで き,同 じ文化を共有す るエジプ ト人 とい っしょに

NFECSの もよおすスポ ーツ会 その他 の集 りには,必 ず出席 している。 カナダ人の友

人 といるよ り,ほ っとす るのだ とい う。

　 エジプ ト人同士は,宗 教 的な問題 に関 して も,世 俗 的な問題 につ いて も,相 互扶助

のつ き合いを してい ることが観察 され る。 たとえば,エ ジプ ト人 ムス リムAが,イ ス

写真2　 子どもを遊ばせる母親たち。Trグ ループに属するイスラーム服

　　　 の女性 もまじっている。(右手前)

837



国立民族学博物館研究報告　 14巻4号

ラームについての疑問を もった。仲間 に打 ち明 けてア ドバイスを求 めた。相談を受 け

た側 は,他 の仲 間 とさそい合 い,議 論をす る会を週一 回お こな うことと した。その会

合 は,そ れ以来,筆 者 の調査終了期まですでに1年 以 上続 いていた。一方,世 俗的,

日常的生活の面で は,次 のよ うな例 をあげることがで きる。あ るエジプ ト人家族 は,

ドライブ中のエ ジプ ト人 の友人 か ら,車 が故障 したので助けがほ しいとい う電話連絡

を受 け,即 座 にその場にかけつけて行 った。そのよ うな事例 が 日常 的にみ られ る。エ

ジプ ト人 同士の助け合 い精神 は,ア ラブおよびイス ラームの文化 的 伝 統であ る。 カ

ナダに来 てか ら,英 仏系 カナダ人を エジプ ト人に対すると同 じよ うに助 けようと した

ら,変 な顔を され,自 分 の方 に何か おちどがあ るのか と思 った経験を した とい う者 も

多い。

　カナダ社会 への同化 を望 むAsグ ループの者 の中には,エ ジプ ト人 同士のつ き合い

が感情的でべたべた しす ぎるという者 もい る。彼 らは,後 に述べ るように,英 仏系カ

ナダ人 と交際 したが って いる。 しか し,最 も親 しい友人 はやはりエジプ ト人であ り,

英仏系 カナダ人 の友人が いて も,そ れ ほど親密 につ き合 つて いないことが観察 され る。

　ムス リム として よ りもエジプ ト人 としての アイデ ンテ ィテ ィを 大切 に してい るCu

グル ープの人 々の大部分 は,NFECSの メ ンバーで ある。　NFECSで は,毎 年1回,

ビ ュッフ ェ形式 のデ ィナー ・パ ーテ ィを開催 して,交 際 を深 めて いる。 このパ ーテ ィ

には,エ ジプ ト的 な催 しに は顔をみせないことが多い,英 仏系カナダ人 と結婚 したAs

グルー プ の エジプ ト人 もや って くる。1985年 に は シェラ トン ・ホテルで,ア ル コール

抜 きのパ ーティがひ らかれ,ダ ンス もおこなわれた。ダ ンスに反対す る人,ア ル コー

ル な しで25ド ル60セ ン トの会費 は高す ぎるとい う人 もいたので,今 後 は形式を変 え る

ノ

写真3　 男ばかりの集りでも,い っさいのアルコールぬき。いつも紅茶とお菓子

　　　 をかこんでおしゃべりを楽 しむ。
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写真4　 モスクでの女性の集い

か もしれ ないとパ ーティの幹事は話 していた。 ダ ンスや アル コールへの反対は,宗 教

的 な理由によ るものではな く,エ ジプ トで は,男 女で踊 った り,ア ル コールを飲んだ

りす る習慣 がないか らだ とい う。紅茶や ソフ トドリンクを飲みなが らお しゃべ りをす

るのが,エ ジプ ト式の交際であ る。 カナダ式パ ーティは,会 場のホテル側 のすすめで

やってみたが,や はりぴ った り しない。

　 ムス リムと して の アイデ ンティティを大事 にす るTrグ ループのエジプ ト人 の中に

は,NFE(】Sの 会合 に集 ま る人 々につ いて,批 判す る者 もい る。西欧文化志 向が強い

とか,モ ス クにあま り来 ないとい うので ある。彼 ら自身 は,モ ス クで会 う人 たちとの

交際を大切 に して いる。 モス クで は,1階 は男性,上 の階は女 性にわかれて の礼拝 を

おこない,そ のあ とも,そ れぞれの お しゃべ りを楽 しむ。 ときには,1階 の大食堂を

2つ に しきって,男 女別 々に,も ちよりパ ーテ ィをひ らく。 この集 りは,1983年 頃 ま

で は,1月 に1回 お こなわれていたが,最 近 メ ンバ ーの多 くが忙 しくな り,2～3カ 月

に1度 にな って いる。 この集 りでは,モ ス クの維 持費 のための基金をつ みたて るとい

った事業 もお こなわれて いる。 メンバ ーは,ム ス リム 同士 は,き ょうだいであ ると意

識 し,"brother""sister"をMr.,　 Mrs.な どの代 りに用 いて互 いを よび合 ってい る。

　 2)　 エ ジプ ト人以外 のア ラブとの関係

　 エ ジプ ト人 と,そ れ以外 のアラブ(レ バ ノン人,シ リア人,ア ル ジェ リア人,ヨ ル

ダ ン人,イ 土メ ン人 な ど)と の交際 は,エ ジプ ト人同士 のよ うに親密性 の濃い もので

はない。 しか し,共 通の言語,ア ラビア語 を もつ同士 と しての親近感 はもって い る。

互 いに,食 物や音楽な どの好み も似てお り,同 じアラブ的食品を買いに来 た り,ア ラ

ビア語 の新聞を求めに来た際,ジ ャ ックの店 などで知 り合 うことも多い。生活 スタイ
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ル の類似性に加えて,ア ラブのアイデ ンティティに結 びついた価値観 や基準を もって

いるため,社 会的な関係 や交際がで きやす いことが観察 され る。 エ ジプ ト人 ムス リム,

と くにCuグ ル ープと他のア ラブとは,英 仏系 カナダ人や他の民族集団の者 とのつ き

合 いに比べ,は るかに折 り合 いがよいといえ る。NFECSの デ ィナー ・パ ーテ ィーに

は,レ バ ノン人な どのムス リムや シリアのク リス チャン ・ア ラブ も招待 されて,出 席

してい る13)。

　 3)　 ア ラブ人以 外のムス リムとの関係

　エ ジプ ト人ムス リムとフ ィジー人 は じめ他の国か らのムス リム14)は,ム ス リムと し

てのア イデ ンテ ィテ ィがあ り,同 じ信仰を もち,そ の実践 を同 じくして いるとい う自

覚が互いの間に存在 している。 と くにTrグ ループのエジプ ト人 ムス リムは,価 値観

や宗教がま った く異 な っている英仏系 カナダ人 といるよ りも,他 のムス リムと共にい

るときの方が,ず っと くつろげるとい う。 他の ムス リム との 交流 の機会 と して は,

NFECSの 集 りや,　 BCMAの 会 合,リ ッチモ ン ドやサ レーのマス ジ ドなどがあげ ら

れ る。NFECSの パ ーテ ィには,ユ ーゴス ラビア,南 ア フ リカ,フ ィ リピンなど多 く

の国か らの ムス リム移民が出席 する。

　 しか し,エ ジプ ト人ムス リムが皆,他 のムス リムと親 しい感情 を もった り,親 しい

関係にあ るわけではない。 英仏系 カナダ人志向型のAsグ ル ープの者 は もちろんの こ

と,Cuグ ル ープの者 た ちで さえ も,ア ラブ以外の地 域か らのムス リムには接触の機

会が少な く,あ ま り親 しみを感 じないとい う。 イン ド,パ キスタ ン人 に対 して は,

「きたない」「いや しい」 と顔を しかめ る者 さえみ られ る。

　4)英 仏系 カナダ人 との関係

　エ ジプ ト人 ムス リムの多 くは,日 常生活に おいて,英 仏系 カナダ人 と接す る機会が

最 も多い。 しか し,そ れは,頻 度 の上で のことであ り,質 的には深 いつ き合 いで はな

い。職場のみでの交際が ほとん どで,職 場以外 のところでつ き合 うことはまれであ る。

唯一 の例外は,た またま共 通の趣 味を もって いる場合であ る。た とえば,野 鳥 に興味

を もってい るエジプ ト人 とフランス系 カナダ人 は,家 族 ぐるみでヴ ァンクーヴ ァー近

郊に,ピ クニ ックに出かけた りする。家 に帰 ってか らも電話のや りとりを した り,家

での夕食に招待 し合 うこともある。 ス コッ トラ ン ド出身のカナダ人 の同僚 と,音 楽 の

13)そ ういうパーティの席で,ク リスチャン・アラブがアルコール類を自分たちのテーブルにだ

　 け頼み,飲 んでいる姿もあった。アラブムスリムは,そ れに対 してきわめて寛容で,何 の反応

　 も示さなかった。

14)ヴ ァンクーヴァーのムス リムには,フ ィジー,パ キスタン,ト ルコ,イ ンドからの移民が多

　 い。詳細は[片 倉　 1988a:694F697]参 照。
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趣 味を通 じて親 しい関係を もってい るエ ジプ ト人 ムス リムもい るが,こ れ も例 外的で

ある。

　 同化型 のAsグ ル ープのエジプ ト人 は,英 仏系 カナダ人 となるべ く交際 したいとい

う意志 があ り,職 場以外での接触 を もとうとつ とめる。彼 らは,少 な くとも1人 のカ

ナダ人 の友人 をもち,食 事に招 待す る,昼 食 の時 に会 う,電 話 をか ける,ス ポーッな

どの活動を共 にす るな どの交際は して いる。 しか し,エ ジプ ト人同士の交際の ような

親密感 は,ど うして も得 られない とい う。

　 エジプ ト人 と英仏系 カナダ人 との交際 が深 ま らない理 由と して,飲 酒習慣の問題,

友 情 につ いて の考え方 の違い,感 情 表現 の相違 が考え られ る。

　飲酒 の問題について は,後 に詳述 す るが,Asグ ル ープの エジプ ト人 ムス リムで さ

え も,職 場の同僚 などが酔 って いるのを見 ると居心地 の悪 さを感 じるとい う。Cu,　 Tr

グル ープのエジプ ト人た ちは,自 分 た ちが酒 を飲 まないために偏見 をも ってみ られた

り,無 視 されて いるように感 じた りする。 そ こで,彼 らは,仕 事帰 りにバ ーへ行 く同

僚 をさけ,食 事に ワインの出 る友人 の招待 を断 わるよ うにな り,そ のためにカナダ人

との交際 の機会が減 るとい うことにな る。

　友情についての考え方 や,感 情表現 の相違 も,両 者の交際 が深ま らない要因にな っ

てい る。 「英仏系 カナダ人 は一般に 自分た ちよりも感情表現が乏 しく,冷 た く,交 際

のきっか けも少 な く,た とえ,少 しつ き合 い出 して も長続 き しない」 と,多 くのエ ジ

プ ト人 ムス リムは考えてい る。 イギ リス系 カナダ人た ちが,友 人の妻の死の知 らせに,

「カー ドを送 る」 とい う行為 しか しない ことに,エ ジプ ト人た ちは驚 く。エ ジプ ト人

同士 なら,な に はさてお き,友 人 のそばにか けつ け,つ いていてあげ るのが ご く当然

で ある。 その ような ことをす るのは 「さ しでが ま しい」 とい ったカナダ人 のよそよそ

しさ,冷 た さに,エ ジプ ト人 はついて いけないとい う。 エジプ ト人 と英仏系 カナダ人

の子 ども同士 が仲 よ くな って も,カ ナダ社会で はそれは子 ども同士の こととされ,親

同士 の交際に はな らない ことも,エ ジプ ト人 同士の交際 と異な る。エ ジプ ト人 は,エ

ジプ ト本 国で と同様,家 族 員の一部 のつ き合 いが,す ぐに家族 ぐるみにな るのが通例

で ある。

　一般に英仏系 カナダ人 は,こ ち らか ら好意を示 さないか ぎり,う ちとけないとい う。

この現象 は,ヴ ァンクーヴ ァーのみで な く,モ ン トリオ ールのエ ジプ ト人 コ ミュニテ

ィの調査に おいて も,指 摘 されている[WAssEF　 l977:210]。

5)　ユダヤ人との関係

ユダヤ人との関係は,一 般に予想されるよりも良好なものである。一般のアラブと
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同様,エ ジプ ト人の間に も,イ ス ラエル とい う国に対 する警戒心 や反感 は存在 してい

る。 しか し,個 人的 な反感や憎悪が存在 しない ことは,エ ジプ ト本国 のエジプ ト人の

場合 と類似 してい る。カナダに移民 して来 たエジプ ト人 ムス リムは,ア ラブ文化 とユ

ダ ヤ文化 の間 にか な りの共通性のあ ることを,あ らためて意識す るにいた ってい る。

ユダ ヤ人 は同 じ 「アハル ・ル ・キターブ」15}であ り,通 婚 も認め られ る仲 であ ること,

食 事の嗜好を はじめ,生 活習慣 も非常 に類似 してい ることを認 識 し,カ ナダでは同 じ

マ イノ リテ ィ同士であ り,あ る種 の民族的差別を受 ける者同士 であ ることが,両 者 を

かな り親密な紐帯で結びつける結果 となって いる。ユダ ヤ人 と食事 を ともにする こと

もあ り,ユ ダヤ教徒は,イ ス ラーム教徒 よりも多 くの食事制限があ ることに同情 した

と語 るエ ジプ ト人ムス リム もいる。 ユダヤ人 とエジプ ト人 ムス リムが個人 的な交際 に

入 るきっかけに,中 東 の食料 品を扱 ってい る店に,同 じよ うに買物 に来 て知 り合 った

とい う者が多い。エ ジプ ト本 国が,サ ダ ト政権の もとに,イ ス ラエルと国交 回復 して

以後は,イ ス ラエル のユダ ヤ人 との交流が出て きたが,そ の余波 は,ヴ ァンクーヴ ァ

ーに も流れ こんで きて いる
。ヴ ァンクーヴ ァー在住 のエ ジプ ト人Aの 甥が カイロで イ

ス ラエル女性 と結婚 し,Aを た よりに,職 を求 めてヴ ァンクーヴ ァーにや って来 た事

例 もある。 カナダ も不景気で,就 職 は思 うにまかせず,Aの 甥夫婦 は6カ 月余の居候

を した後,エ ジプ トへ戻 って いったが,そ の間,エ ジプ ト人 コミュニテ ィの集い には,

そ のイス ラエル女性 の姿 がいつ もみ られ,彼 女 を縁 に してエ ジプ ト人 コミュニティと

カナダ在住 のユダヤ人 とのつ き合 いが はじま ってい る。 そ うい うつ き合 いの広が りの

中で,ク ラ シック音楽の趣味が同 じと知 って,互 いの家 に音楽を ききに行 き来 した り,

コ ンサー トにいっ しょに出か けた りしているケース もあ る。

2.　 エジプ トおよび他の地 に在住す る親族 との関係

　 さ きに述べ たよ うに,ヴ ァンクーヴ ァーのエ ジプ ト人 は,親 族が共に移民 し,移 住

後 もかたま って生活 してい るフィジー,マ レー シア,イ タ リア,中 国な どか らの移民

たちとは,大 き く異な ってい る。 エ ジプ ト人 ムス リムに は,ヴ ァンクーヴ ァーに自分

の家族以外の親族がい ることは1例 を除 いて は皆無であ るが,エ ジプ ト本 国在住 の親
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 へ

族 とは,意 識 の上で,同 じ場所 にい るのと同 じ程度 に彼 らの生活に大 きな意味を もっ

て いる。交通費が高 くつ くため,し ば しば帰 国す ることはむずか しいが,20年 もヴ ァ

15)「啓典の民」すなわち,神 が啓示 した聖書(コ ーランでは,モ ーセ五書,詩 篇,福 音書)を も

　 つ民を意味する。ユダヤ教徒,キ リス ト教徒をこのようによぶ。彼 らは,本 来はムスリムと同

　 じ信仰の持主であり,神 と最後の審判を信じ,善 行を重ねれば,天 国へ行 くことができるとみ

　 なされている。
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ンクーヴ ァーに住んで いる者で も,エ ジプ トの親族 とは親密な感情 と意識 を保 って い

る。

　 カナダに移住 してか ら最初 に本国を訪れ ることがで きるよ うにな るまでには,平 均

7年 ほどかか って い る。 それ を目標 にがんば って きた者が多い。い ったん生 活が安定

す ると,ほ とん ど毎年1回 は,エ ジプ トに一時帰国す る。その ときには,長 期間滞在

し,親 族 のために献身 的につ くし,集 約的 に関係を深め ようとす る。友人よ りも,親

族 を優先 す るのは,ア ラブの一般 的な傾向であ る。 カナダに来 て16年 にな るNg,　 Fa

夫 妻 は,カ ナダに永住 す ることに決 めて はい るが,1～2年 に1回 くらいは必ずエ ジ

プ トに帰 ることに して い る。 ヴ ァンクーヴ ァーに は親 しい友人が多 く出来 たが,や は

り親族 に会いたい し,そ うす るのが,ア ラブと しての義務であ るとい う。 この ほか,

結 婚相手 を さがす,出 産 とい った目的のために,エ ジプ トの親族をたよ って一 時帰 国

す る例 もあ る。

　 エジプ ト人 ムス リムが,本 国の親族 との強い結 びつ きを大事 にす るの は,「 家族を

最 も大事に し,た よ りにす る」 とい うアラブ的価値観のためで もあ るが,子 ど もた ち

が親族 と接す ることによ って,イ ス ラーム的環境 の中で生活 して いる人 々と親 しくな

り,宗 教教育上良い影響を うけるのを期待 して いる こと もあげ られ る。カ ナダ移民の

中で,成 功を おさめ,か な り裕 福にな った者 たちの中 には,子 ど もたちがエ ジプ ト人

親族を知 るため,エ ジプ トに何 度 も行 けるよ うに,カ イロに部屋を借 りる者 もい る。

　 エ ジプ トの親族 との接触 は,一 時帰 国す る以外 は,手 紙 や電話 を通 じて お こなわれ

る。エ ジプ ト人 ムス リムは,本 国の親族 にカナダ を訪れ るよ うにすす めた り,カ ナダ

に移住す るよ う望む者 も多い。

30代 前半 の女性で,2人 の子 もちであ るMnは,1979年 以 来ヴ ァンクーヴ ァーに住

み,自 分の兄弟姉妹 もカナダに移住 させ ようと努力 して きたが,移 民政策によ り,親

や子の保証人 資格 が制 限されて いるため,う ま くい っていない(カ ナダの移民法につ

いて は,[片 倉 　 1988a:690-691]参 照)。　Miの 場合 は,母 親 をカナダへ招 くことが

で きた。彼女 は,当 初,永 住 するつ もりであ ったが,カ ナダでの生活が本 国 とは違 い

すぎ るとい って,8カ 月後 にエジプ トに帰 って しま った。Miは,サ ウデ ィア ラビァ

にい る祖母 へ,彼 女 の兄弟 を通 じて定期的 に送金 してい る。Miの 祖母 は,女 性の親

族 か ら直接に送金 を うけ ることを好 まない。男性親族か らの送金を うけ とることが,

ア ラブ的習慣だか らであ る。

　 As,　Cu,　Trグ ル ープとも全員,エ ジプ トの親族 との結びつ きは強いが,い ずれ エ

ジプ トに戻 って生活 したい と考えてい る者 が多 いのは,Guグ ル ープだ けであ る。30

843



国立民族学博物館研究報告　 14巻4号

代 前半 の独身 男性Maは,高 給 を支払われ る仕事を もち,快 適 な暮 しを してい るが,

カナダを故郷 とはよぷ ことがで きない とい う。彼 の両親や兄弟姉妹 は,何 年かカナダ

に住んだだけで,エ ジプ トに帰 って しま った。 カナダ人 の友人 は,彼 が親族 との間に

もっていた深い結 びつ きの代 りになることがで きないとい う。 しか し彼 は,エ ジプ ト

に帰 ることには,ア ンビバ レン トな感情を もってお り,孤 独感 にうちか って,ヴ ァン

クーヴ ァーでの生活 に適応 して い くべ きか どうか,迷 って いる。彼 らが帰国を望む理

由には,親 族 との結 びつ きのほか に,カ ナダの就職状況 が期待 して いたほどよ くなか

った こと,英 仏 系カナダ人 の間にア ラブ,ム ス リムに対 す る偏見 が存在す ることなど

があげ られる。Saの よ うに,エ ジプ トで は最高級 の イ ンテ リなのに,カ ナダで はそ

れ相応 の扱 いを うけないという不満を もつ者 もい る16)。

　 言葉遣 いの物柔かなRも,エ ジプ トに戻 るか どうか,ジ レンマにある。調査 当時彼

は失業 中で,そ の ことに彼は不満を感 じ,カ ナダでの生活 は期待に反 した もの と考え

て いた。 しか し,彼 が帰 国す るのをた め らってい るの は,自 分の子ど もたちが,エ ジ

プ トで は,カ ナダのよ うな さまざまなチ ャンスにめ ぐりあえないので はないかと恐 れ

てい るか らである。

　 Cuグ ルー プの者 は,カ ナダの生活 に不満を もちなが らも,エ ジプ トに帰 国 しない

理由と して,カ ナダ には,さ まざまな,巾 広 いチ ャンスが存在す ること,エ ジプ トに

は良い職 がな く,あ って も低賃金であ ることをあげ る。Mは,エ ジプ トの親族 との結

びつ きは強いが,カ ナダにあ る程度適応 して きたことによって,も はやエ ジプ トに戻

って生活 し,働 くことはで きな くな った とい う。

　 Asグ ル ープの場合,前 述 の ような悩 みはあ って も,エ ジプ トに帰国す るよ りは,

カ ナダ社会 にいなが らアイデ ンテ ィテ ィを確立す るとい う解 決策 をとろうと して,Tr

グル ープに移行 するケ ースが多い。

　 Trグ ル ープの中に は,ム ス リムが マ ジ ョリテ ィを しめる エ ジプ トに戻 りたいとい

う者 もいる。親族その他の問題 のほかに,カ ナダ社会では良 きムス リムと して生 きて

い くことがむずか しい,と くに,後 に詳述 するように,子 どもた ちの宗教教育 に支障

を きたす,ハ ロウィー ンや ク リスマ スなど,キ リス ト教の行事に うつつをぬか したり

す る,将 来 の結婚相手の ことが心配 だ,な どの理 由か らであ る。 しか し,地 球上 どこ

に いて も,良 きムス リムであ り得 るのだ と主張す る者の方 が多 く,実 際 にエジプ トへ

戻 った者 はいない。

　親族 と離れて いるた めの問題 は,親 族 にカナダを訪問あ るいは移民す るよ うすすめ

16)1989年 の追跡調査によれば,大 学助教授Saの 一家などは,エ ジプト本国へ帰国した。
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ることや,経 済状態が許す限り,た びたびエジプ トに一時帰国 して親族に会 うことで,

ある程度解消されている。

　 エ ジプ ト人 ムス リムは,同 じエジプ ト人 コ ミュニテ ィ内部で のつ き合 いを最 も好み,

エ ジプ ト風 の交際を し,エ ジプ ト本国の親族 との結びつ きが強い傾 向にあると結論で

きるが,そ れは,カ ナダ において彼 らが排他的な存在で ある ことを意味 しない。エ ジ

プ ト人 コミュニテ ィには,つ ねに何 人かの非エ ジプ ト人,あ るいは非 ムス リムの人 も

ま じって お り,こ だわ りのない社交生活 も活発に展開 して いるのが みられ る。

　 3類 型 の,社 会的 ネ ッ トワー クの特徴をま とめてみると,次 のようになる。

①Asグ ル ープ　 　エ ジプ ト人 同士 のつ き合 いは,濃 厚す ぎると考えてい る。 英仏系

カナダ人 との交際を望んで いるが,文 化 的な違 いが大 きいた め,あ まり機会 に恵 まれ

ない。

②Cuグ ループ　 　エジプ ト人同士のつ き合 いを,最 も好 む。 他 のムス リムとは,文

化 的に違いすぎて親 しめないと思 う。モス クへ は行かない者 が多いので,他 のムス リ

ムと知 り合 う機会 が少 ない。経済的な理由な どか らエ ジプ トへ帰 りたがってい る者が

おり,実 際に帰 国 した例 もある。

③Trグ ル ープ　　 イス ラーム的生活様式 を守 る上での悩み はあ るが,エ ジプ トへ帰

国 した者はいない。 カナダ人や他の エジプ ト人 とのつ き合 いよ りも,非 エジプ ト,非

アラブのムス リムた ちとのつ き合 い,ム ス リムと してのアイデ ンテ ィテ ィによりどこ

ろを求めてい る。 モス クによ く行 き,そ こで出来 たネ ッ トワークを大事 に してい る。

IV.生 活様 式の変 化 と不変化

1.言 語 と 教 育

　 カナダのア ラブ移 民の新世代の間で,ア ラビア語能力が低下 している ことは,す で

に述べた[片 倉　 1988a:720-721]。 ヴ ァンクーヴ ァーのエ ジプ ト人 の新世代 も同様

の現象が みられ る。,親 た ちの多 くは,子 ど もにアラビア語 やイス ラーム的価値観を教

え るために,さ まざまな努力を払 ってい る。本章では,ア ラビア語教育,イ ス ラーム

教育の問題 を中心 とした学校教育,家 庭教育について述べ る。

1)　 アラビア語 教育

Cuグ ル ープ,　Trグ ル ープの エジプ ト人に とっては,ア ラビア語教 育は きわ めて重
　　　　　　　　　　 〆/!
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写真5　 アラビア語学校の授業風景

要 な ものと考え られてい る。それは,コ ー ランやハデ ィースの原典 に触 れるため必要

であ るとか,エ ジプ トに里帰 りした ときのためであ るとかよ りも,「 神の言葉」 と し

てのア ラビア語 に無条件 な価値 がおかれてい ることに由来 する ものであ る。

　 ヴ ァンクーヴ ァーには,2つ の私立ア ラビア語学校 がある。 ひとつ は,オ ー ク リッ

ジ ・コミュニティ ・センタ ーでひ らかれ,男 性のエ ジプ ト人教師Si1?}が 教 えてい る。

16人 の生徒 が登録 してい る。 うち8人 が土ジプ ト人で,ユ ーゴス ラビア人3人,シ リ

ア人3人,レ バノ ン人2人 であ る。生徒の年令 は,7～14才 までであ る。授業 は週2

時 間,土 曜 日の朝 におこなわれ,正 則ア ラビア語 が教え られてい る。子 ど もたちの送

迎 は,父 母 が車で して いるのが大部分で,ア ラビア語 の授業 の間,週 末の シ ョッピン

グに行 くこと もあるが,授 業を熱心に参観 している親 たちが多 い。

　他の ひとつ は,サ レー ・モス クであ り,こ こで も正則 ア ラビア語の授業 をSiが う

けもってい る。 ここには,サ レーおよびその近 くに住 む7才 ～14才 の 子ど もた ちが11

人 集 ま り,週1度2時 間,水 曜の夕方 にアラビア語 を勉強 して いる。

　 アラ ビア語学校の教材 は,小 学生初年用の本 をエ ジプ トか らと りよせて コ ピー した

もの と,小 さい子ど ものためのアラビア語 読本 であ る。1983年 に設立 され,最 初は ク

リスチ ャンのエ ジプ ト人教 師が教えていた。現在 の教師Siは ムス リムだが,イ ス ラー

ムのためのア ラビア語 よ りも,ア ラビア語 その ものに重 点をおいて いる。 したが って,

17)62才 の 退 職警 察 官 。 エ ジプ トで は,ナ セ ル の秘 密 警 察 の メ ンバ ーで あ った が,反 ナ セ ル に転

　 じ,1954年 に エ ジ プ トを 出 て イ ラクに 移 った。 妻 はチ ェ コス ロバ キア 出身 。 イ ラ クで結 婚 し,

　1972年 にカ ナ ダ へ移 民 した 。
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コー ランのア ラビア語な どのイス ラーム的アラ ビア語 を教えて ほしい と い う提 案18)

が,親 た ちの一部か らあ って も,ク リスチ ャンにもアラビア語 をや らせ たい と主張 し,

イ スラーム的 アラビァ語を教えてはいない。現在,ア ラビア語 学校で教 えてい るのは

初歩のア ラビア語 であ るが,上 級 にすすむにっ れて,ど うい う路線 でや ってい くか と

い う問題は出て くると,親 たちは話 し合 ってい る19)。

　 その他に,Zaと い う主婦 が,自 分 の家 で個人 的にアラビア語 クラスをひ らいて い

る。 この クラスの ことは,モ スクの告知板 に も貼 り出され生徒をつの ってい る。Za

は女 の子だけを教 えて いて,現 在9人 の エジプ ト人 生徒を受け もって いる。

　 そのほかに,共 同チームを作 ってア ラビア語 の個人 的授業 をおこなってい る例 もあ

る。M,　 Sa,　Dが2週 間 ごとに交代で教 えて いる ものであ る。 この私塾は,1980年 か ら

は じめ られた。 その当時 には子 どものためのア ラビア語学校 は存在 しなか った。その

後,リ ッチモ ン ドの大 モスクにあ るイス ラー ム学校 が開校 されたが,フ ィジー人やパ

キスタ ン人 が多 く,ア ラ ビア語 の教育 は充分でない とエ ジプ ト人た ちは考えた。3人

は最初それぞれ別 々に,ば らば らなや り方で教えていたが,も っと一貫 した教育方法

が必要だ と考えて協力をは じめたという。M,　 Sa,　Dの,各 々自分 たちの子 ど ものた

めの クラスで,5人 がいつ も出席 して お り,授 業の方 法はかな り組織立 って いる。子

どもた ちは宿題 を復 習 し,書 取 り,単 語 の練習,ア ラビア語 の句を用 いたゲ ームをす

る。宗 教教育 もおこなわれ,コ ーランの章句を暗記 させ た り,覚 えてい るコーランの

文旬を引用 させた りする。宿題 は,イ ス ラームにつ いて の3ペ ージ程度の作文で,テ

ーマ は 「ムス リムでない人 にイス ラームにつ いて どのよ うに話すか」 とい うものや
,

イ ス ラームの5柱 につ いての討論 な どであ る。 た とえば,英 語 とア ラビア語で子 ども

用に書 かれた,The　 Childreit'S　Book　of　Sata　6と 題す る礼拝につ いての本20)を 読 む こと

が課 され,実 践す ることを通 して,礼 拝に関 して,次 の時間 に皆 と話 し合 うとい うよ

うな ことがなされ る。

　 2)家 庭 教 育

　 ヴ ァ ン ク ー ヴ ァ ー の エ ジ プ ト人 ム ス リ ム に は,子 ど も た ち の 教 育 に 熱 心 な 親 た ち が

多 い 。 エ ジ プ ト人 同 士 が 集 ま る と,ヴ ァ ン ク ー ヴ ァ ー の 中 学 校 の 良 し 悪 し,子 ど も を

York　 House21》 に 入 れ た い,と い う話 な ど が 話 題 に な る こ と も 多 い 。

18)イ ス ラー ム教育 に熱 心 な 親 た ち は,「 動 物 園 へ お父 さん と行 き ま した 。」 と い う ア ラ ビア語 文

　 章 を,せ めて,「 モ ス クへ お 父 さ ん と行 きま した 。」 に して ほ しい と要 求 す る 。

19)1989年7月 の追 跡 調 査 で は,オ ー ク リ ッジの ア ラ ビア語 学 校 の生 徒 は39人 に増 加 して い る。

　 全 員 が ムス リム に な った た め,Siは 妥 協 して,イ ス ラー ム 的 ア ラ ビア語 を 教 え て い る 。

20)Ghulam　 Sarwar,7ん 碗Z4γθη,s　Book　of　Salah,　The　Muslim　 Educational　 Trust,　London,1984.

21)英 国 の イ ー トンの よ う に,金 もか か るが,名 門 校 と して 知 られ て い る。
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　教育熱心な親の例として,SD夫 妻とM・Y夫 妻の事例をあげる。

　 Sと その妻Dは2人 とも技術者としてカナダの会社につとめている。現在公立学校

の6年 生である息子Ahを,い ずれ私立の名門校に入れたいと願 っている。夕食のと

きには,い つも学校での勉強が話題にのぼる。両親はAhに,ど の教科の宿題がどれ

だけあるか尋ね,夕 食のあとす ぐに宿題にとりかかれるように心を配る。両親そろっ

て数学の宿題をみてやり,答 が正 しいかどうか確かめる。

　母親が職業をもっているので,子 どもたちを,グ ランヴィルの近 くの保育所(Day

Care　Center)に 預けている。 娘(4才)は 朝8時 から,息 子(11才)は 学校から帰

って くる3時 半頃から,母 親が,と きには父親が2人 を迎えに行 く夕方5時 までここ

に預けられている。

　この保育所では,10人 の生徒に3人 の保育者がついている。保母たちは,き められ

たノートブックに,毎 日,そ の日子どもと共にやったこと,読 んだ本,子 どもたちの

健康状態など,1人1人 について記録する。迎えにきた親がそれを見て,そ の日の子

どもの様子を知ることができるようになっている。保育料は,朝8時 から夕方5時 ま

での場合,430カ ナダ ドル(約64,500円 　1986年 現在),3時 半から5時 までの場合

130カ ナダ ドル(約19,500円)が 支払われている。

週1回 土曜日の朝のアラビア語学校の教育は,家 庭でも,重 視されている。M・Y

夫妻は,子 どもたちがテレビを見ているのを中断させ,ま ずアラビア語学校の宿題を

やり,そ れか ら一般学校の宿題をするようにいう。子どもたちは,ア ラビア語の英訳

の宿題をするのに,し ば しば母親に助けを求め,彼 女も宿題がどれだけすすんでいる

か時々チェックしている。

　たいていのエジプ ト人ムスリムと同様,M・Y夫 妻も家庭環境が子どもの教育に大

きな影響を与えると信 じている。エジプ ト人家庭のおよそ70%ぐ らいは百科辞典を家

にもっているが,M・Y家 には百科事典が2セ ットそろえられている。 兄のMu(15

才)は しばしばそれを使 うことが習慣になっている。 妹のSa(9才)も 使うように

父母からいつも言われている。Muは 父親とコンピューターを共有 しており,　Yは 勤

めから帰 ったあと,息 子にコンピューターの技術をいろいろ教えてやる。学校での成

績も親子ともに重大関心事であ り,Muの 学校の成績表は,彼 の部屋のベッドの横に,

目立つようにはられている。

　M・Y夫 妻は学校のカリキュラムにも注意を払っている。彼 らもS・D夫 妻同様,子

どもたちを私立学校に入れようと考えているが,さ しあたってはヴァンクーヴァー市

内の公立小学校に入れており,毎 日郊外か ら車で送りこんでいる。彼 らの住んでいる
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ヴ ァンクーヴ ァー郊 外に も学校 はあ るが,そ こよ りも優 秀とみなされてい る学校であ

る。「公立学校は,勉 強よ りも課外活動 に力を入れす ぎてい る。PTAの 会 合で,子 ど

もた ちのカ リキュラムについて よりも,ス ケー トやスキーに行 った回数を尋ね られた

ので失望 した」 と,公 立学校 に対 して批判的であ るのが,一 般 のエジプ ト人の傾向で

あ る。カナダの公 立学校 が余 りに個人主義的で,各 自の勝手な遊 びが多 く,競 争を さ

せない とい う点 も,よ く話題 にされ ることであ る。

　 M・Y夫 妻は,息 子 と娘を,週 に一度オルガ ンの レッス ンを受けさせ,室 内テニス

クラブに も通わせてい る。S・D夫 妻の息子は,ト ロン トの王 立音楽院(Royal　 Con-

servatory　 of　Music)か ら ピアノの5級 免状を もらってい る。 彼 らは息子に,12年 級

まで行 かせて や り,大 学 に在学 中に音楽を教えて自分 の授業料 をかせ ぎ,生 計をたて

られ るよ うに準備 してや りたい と思 っているという22)。

　 道徳 ・宗教教育 も,親 の責任 と考え られている。親 は子 ど もに宗教教育を ほど こし,

良 いお手本であ ろうとす る。Dは エ ジプ トか らカナダに移住 して以来,長 ら く規則正

しい礼拝 を して いなか ったが,子 どもが もの こころつ くよ うにな り,「 おかあ さん は

ど うして礼拝 しないの」 と父親に きいているのを知 ったことか ら,毎 日きちん と礼拝

す るよ うに なった とい う。

　 カナダ社会で,一 流の職業を もち,業 績 をあげて い くのに,ラ マダ ーン月の1ヵ 月

の断食 を守 ることは,か な りの困難を ともな う。 それに もか かわ らず断食を実行 して

いるの は,仕 事その ものよ り,ム ス リムと して の人生を生 きることの方が重要 であ る

との考え方が強いためであ り,そ の価 値観を子 どもた ちに伝承す るた め,非 イス ラー

ム的環境で も断食がで きることを示 す ことが必要だ という。

　子 どもた ちは,で きるだけ声 を出 して コーランを調 み,暗 請す ることを勧め られ る。

コーラ ンの アラビア語 の意味はわか らずと も,そ らん じて しま うことがよい とされ,

子 どもた ち も,「 光の章 のは じめの部分 は,も う全部言え るよ」 と、大 人た ちの前 で

得意気にそ らん じてみせる こと もある。Cu,　 Trグ ル ープの ほとんどの家庭 には,英

語 の コーラ ンと,ア ラビア語 の コー ランがそなえつ け られ,カ セ ットテ ープに,イ ス

ラームにつ いての講義が録 音 されてある ものを,家 庭 にもって いる者 も多い。 多 くの

家庭で,家 族の者が家にい るときには しょっちゅ うこのテープをか けて,子 ど もた ち

に も聞かせ るよ うに している。

　子 どもた ちは 日常,両 親 のアル コール に対す る対応な どを見 てお り,ど のよ うな行

22)カ ナダでは,大 学の授業料,そ の間の生活費を,学 生自身のアルバイ トでまかなうのが,ふ

　つうである。
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動をとればいいかを無意識のうちに身につけていく。親も子どもたちの存在を意識 し,

良 きムスリムとして生活 し,模 範となろうとする。子どもの教育のために,自 分達 も

子どもたちが生まれる前より宗教的になったという話は,多 くのエジプ ト人が指摘す

るところである。

　 3)　 イス ラーム学校

　 ヴ ァンクーヴ ァーのエ ジプ ト人 の子 ど もたちは,カ ナダ人 一一般 の普通学校 に通 って

いる者が,数 の上では多いが,と くにTrグ ル ープの者た ちの多 くは,リ ッチモ ン ド

の大モス クに設 けられているイス ラーム学校 に子 どもを通わせてい る。

　 このイス ラーム学校 は,1984年 に,連 邦政府 の補助金12,000ド ル を受 けて設立 され

た ものであ る。その年には,5人 の教 師と42人 の生徒がいたが,そ の うち6人 がエ ジ

プ ト人 ムス リムであ った。1985年 に は10人 の教師にな り,60人 の生徒 が入学を許可 さ

れた。現在57人 の子ど もが入 学許可 を待 ってwaiting　 listに 登 録 されてい る。 そのた

め,新 しい校舎 を増設 中であ る。薪校舎 は,南 アフ リカ人 ムス リムの寄 附と,日 曜 日

のヴォ ランテ ィア労働に よって着工 されて いた23》。

　教育学 の修士号を もつ校長Sh(パ キ スタ ン人)の みが 給料を支払 われて いる。 残

り9人 の教師 はヴ ォランテ ィアで教えて いるが,BCMAか ら少額の謝礼 を もらって

いる。BCMAは,校 長のShと,住 宅に困 っている教師のNaに 対 して,リ ッチモン

ドのモス クに隣接 した家屋を提供 してい る。10人 の教師 のうち,Na,　 Za,　Waの3人

はエ ジプ ト人で ある。 校長のShと エジプ ト人Saの2人 の教師 が,2台 のス クール

写真6　 イスラーム学校の授業風景。女性教師(右,手 前)も 女生徒たちも

　　　 イスラーム服である。

23)1989年7月 の追跡調査の際にはほぼ完成していたが,一 部未完成で,生 徒たちはモスクの中

　に増設された教室にあふれていた。
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バスを運転 して生 徒を送 り迎 え している。 ヴ ァンクーヴ ァー,サ レー,リ ッチモ ン ド

か ら親に送 られて くる子ど もたち もいる。授業料 は,そ れぞれの親の経済 状況にまか

せ られている。経 営はBCMAか らの補 助金 や個人 の寄附金で運営 されてい る。教師

の1人Saは,ク ウェー トに,こ の学校への寄附金をつの りに行 った こと もある。 学

校 はカナダ政府 ブ リテ ィッシュ ・コロン ビア州の補助を受 ける資格がまだないため,

財 政危機 に直面 して いるが,創 立後2年 た ち,カ リキュラムのガイ ドライ ンを満 たせ

ば,ブ リテ ィッシュ ・コロ ンビア州 の教育省 は経費の50%を,5年 後 には70%を 負 担

して くれる ことになって いる。

　授業 は,カ ナダの公立学校 と同 じく9時 か ら午後3時 まで。 ただ し金曜礼拝 のため,

金 曜 日の授業 は約2時 間早 く終わ る。月曜 日か ら木 曜 日までは,毎 日55分 授 業 が6講

時 あ り,昼 食の時間 と礼拝(ズ フル,昼 すぎの礼拝)が あわせて1時 間,授 業科 目は

6科 目ある。金曜 日は4講 時,4科 目 とな る。 これに対 して,ブ リテ ィッシュ ・コロ

ンビァ州 の普通 の公立小学校 は,月 曜 日か ら金曜 日まで40分 授業 が9講 時,8科 目お

こなわれてい る。 イス ラーム学校 も普 通学校 も,土 曜 日,日 曜 日は休 日となる。

　 イスラーム学校 は,幼 稚園を含 めて10学 年 あ り,4年 生 か ら10年 生 まで は,数 学 ・

理科 ・英語 を週 にそれ ぞれ5講 時,ア ラビア語 とコー ラン学 習を4講 時,社 会科 とフ

ランス語を2講 時履修 す ることにな っている。数学 と理科 に力を入れ るの は,イ ス ラ

表9　 リッチモンドのイスラーム学校の時間割

月 火 水 木 金

1

教 師

フ ラ ンス語

Ni

2

教 師

ア ラ ビア語

Za

3

教 師

4

教 師

数 学

Na

社会科

Sa

英 語

La

理 科

Na

5

教 師

6

担 任

数 学

Wa

数 学

Wa

理 科1ア ラビア語
N・1z・

コ ー ラ ン

Za

コ ー ラ ン ー

Za

英 語

La

理 科

Na

英 語

La

社会科

Sa

ア ラ ビア語

Za

コ ー ラ ン

Za

英 語

La

ア ラ ビア語

Za

数 学

Na

数 学

Wa

理 科

Na

コ ー ラ ン

Za

フ ラ ンス語

Ni

理 科

Na

数 学

Na

英 語

La

上 記 の時 間 割 は,第4学 年 度 の もの を例 に と った 。

担 当教 師 の うち,Za,　 Wa,　 Naは エ ジ プ ト人 。　Saは ソマ リヤ人 。

Laは パ キ スタ ン人 。　Niは フ ラ ンス系 カ ナ ダ人 。
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一ムの伝統であるとされ,授 業時間 も多 くとられている。たとえば,ブ リティッシュ

・コロンビア州の普通公立小学校では,4年 生は週に理科を2時 間学べばいいことに

なっていて,イ スラーム学校に比べ,4。5時 間少ない。イスラーム学校の理科の内容

は,化 学,植 物学,動 物学,地 学,天 文学である(表9)。

　イスラーム学校と普通公立小学校の最も大 きな相違点は,ア ラビア語 とコーランの

学習のあるな しである。さらに,イ スラーム学校の生徒には礼拝の時間が設けられて

いる。また,物 理と美術の時間がないことも,普 通校と異なっている点である。 この

2科 目は,ブ リティッシュ ・コロンビア州教育省の指定科目なので,こ れがないと,

将来イスラーム学校が政府か らの補助金を受けるときに問題となるかもしれないとい

われている。

　 この学校に通学 しているエジプ ト人ムス リムの子どもは6人 である。このうち,2

人の女の子は,普 通校からイスラーム学校へ転校 したいと親に頼んだという。2人 は,

親の教育により,早 くからイスラーム式長袖,長 裾の服装にヴェールをかぶっていた

ので,普 通小学校では他の子どもたちと違いすぎて落ちつかなかった。イスラーム学

校では,宗 教的伝統や,イ スラーム的環境の中で勉強することができ,以 前のように

カナダ的な基準を押 しつけられて肩身のせまい思いをすることがなく,こ の2人 は,

イスラーム学校への転校を良かったといっている。

　エジプ ト人ムスリムは誰 もが,イ スラーム学校を理念的には好ましく思っている。

それは,子 どもたちがイスラーム的環境の中で教育を受け,そ れによって自然に宗教

的 ・道徳的な教育を受けると考えているためである。 しかし,実 際に子どもたちを通

わせるとなると,多 くの親たちの中にはためらっている者 もいる。原則としてはイス

ラーム学校を支持 してはいて も,教 師たちのうち1人 しか教育学の学位をもっていな

い,訓 練を十分につんでいないという点に不安を感 じている。また,学 校ができたば

かりで,卒 業生が十分な教育を受け,今 後より学問的な研究をすすめたり,よ い職に

ついたりすることができるという実績を示 していないという点も心配 している。さら

に彼 らが恐れているのは,子 どもたちがイスラーム学校か ら普通学校に上がったとき,

勉強面や社交面で不利になりはしないかということである。勉強面では,イ スラーム

学校には物理 ・美術の科目がないうえ,授 業の質も公立学校の基準に達 していないと

考え られている。社交面での不利というのは,イ スラーム学校のイスラーム的環境の

中にばかりいると,子 どもたちがこれから入 りこみ,適 応 していかねばならないカナ

ダ社会の主流から孤立するのではないかということである。 とくにCuグ ループのエ

ジプ ト人たちは,学 校や家庭以外の非イスラーム的環境の中での生活に,子 どもたち
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が混乱をきたすのではないかと恐れている24》。イスラーム教育は親の責任であり,他

の者に委任すべきではないという意見をもっている者もいる。家庭教育の項でみたよ

うに,彼 らは,家 庭における宗教教育を大事に しており,自 分の子どもたちの宗教教

育は自分で監督 したいと望んでいる。

　カナダ社会にかな りうまく適応しているイスマーイーリーたちは,子 どもたちを昼

はカナダの世俗的な学校に、夜は宗教学校に通わせている。エジプ ト人ムス リムもそ

うすべきだと主張するエジプ ト人も多い。

2.生 活 習 慣

　イスラームは,魂 の救済のみを眼目とする宗教というよりは,む しろ生活様式その

ものであると言われる。日常生活の中にも,飲 酒の禁止や豚肉,ハ ラール肉の問題な

ど,イ スラームの教えが入りこんでいる。本章では,食 習慣と飲習慣,結 婚や葬儀が,

カナダ社会の中で変化 しているのかどうか,ど のようにおこなわれているのかについ

て考察する。

　 1)食 習慣

　エジプ ト人 ムス リムの食物の好 みは,全 体 的にいって カナダに移住 してか らもあま

り変化 して いない。 カナダに20年 近 く滞在 してい るエ ジプ ト人 ムス リムで も,エ ジプ

トやア ラブの食物 に目を輝かせ る姿 がみ られ る。As,　 Cu,　Trグ ル ープを問わず,カ

ナダの食物 よ りも,エ ジプ トの料 理の方 が好 まれて,エ ジプ ト風食習慣が カナダにお

いて も続 いている。変化 がみ られ るの は朝食だ けであ る。 セ リアル や トース トといっ

たカナダ式 の食事 をする者 が多 くなって いる。エ ジプ ト人 が好 む伝統 的朝食 にはフー

ル25》が欠かせないが,作 るのに時間がかか るので,仕 事のあ る週 日の朝食 には,間 に

合わない。 と くにエジプ ト人 ムス リム移民に は共働 きの夫婦 が多いので,エ ジプ ト風

朝食を用意する ことは,む ずか しい。 そこで,ふ だんは西欧式 の朝食 をと り,週 末に

は,中 東食料 品店で手 に入れ るエジプ ト風チーズの一種,ギ ブナ ・ル ー ミーや,オ リ

ーブ
,ヨ ーグル トと共 に,手 をか けて用意 された フールを家族 でゆ っくりととるのを

楽 しみに している。

　昼食,夕 食 はエ ジプ ト風 である。共働 きの夫婦の場合,昼 食 には家 に戻れないので

弁当を もってい く。 たいて い中東 風サ ン ドウィ ッチで,ア イー シとよばれ るエ ジプ ト

24)Isiamic　Horizons　1986年1月 号でも,イ スラーム学校の問題について議論され,イ スラーム学

　校に対する反対意見として,北 米社会から孤立している,国 際的になれない,な どが挙げられ

　ている。

25)そ ら豆を煮こんだ典型的エジプト料理。
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風パ ン26)に トマ トとチーズ,レ タスなどをはさんだ ものであ る。カナダ風にセロ リや

にん じんを入れた り,エ ジプ ト風 ピクル スを入れた りもす る。家 で昼食 をとるときに

は,タ ー ミーヤ27),ク フタ28),マ ハ シ29)な ど のエ ジプ ト風料理が用意 され る。

　 エジプ トで は昼食 に重 きがおかれ,夕 食 は軽 くす ませ るのがふつ うであ るが,ヴ ァ

ンクーヴ ァーで はエジプ ト式の料理 が最 もよ く出され るの は,夕 食 である。夕食 には,

フ ンムス30)と ア イー シ,バ バガ ヌー シュ31),タ ー ミーヤ,ク フタ,マ ハ シ,エ ジプ

トのハ ト料理 に似てい るといわれ るコーンウォール風鶏料理,ロ ール キ ャベッ,ア レ

キサ ン ドリア出身者 がと くに好む エ ビ ・いわ し ・に しん ・さけなどの シーフー ド,オ

クラ32),ズ ッキー二などの野菜で ある。 特別 な行事のあ るときには,も っと手 のこん

だ料理,た とえば ワラカ ・アイナブとよばれ るぶ どうの葉に肉と米 をつ つんで煮た も

のや,モ ロヘヤ33)の ス ープな どが作 られる。夕食の最後に は,酢 づ けの とうが らし,

オ リーブ,ビ ーツ,ア ーティーチ ョーク34》などがで る。デザー トは,ふ だん は出さな

い。 友人 を食事 に招 待 した り,NFECSの 子 ど も会 など,社 交的な集ま りのよ うな特

別の場合 にのみ,バ クラヴ ァ35),シ ム シミーヤ36),カ タ イフ3?)な ど,ア ラブ風 の甘

い ものが出 され る。

　 エジプ ト人 ムス リムの子 どもた ちは,カ ナダ人 に人気のあ るコンビニエ ンス ・フー

ド,フ ァース トフー ドを よ く知 ってい るが,両 親 と同 じくエジプ ト式の料理を好む。

彼 らは,ホ ットドッグやハ ンバ ーグ,中 華料理の チャプスイのよ うな もの も好む けれ

ども,タ ー ミーヤな どのエ ジプ ト料理 にはかなわない とい う。子 ど もたちが エジプ ト

料理を好 むの は,両 親の積極 的な努力 もあっての ことであ る。親 たちは,エ ジプ ト料

理を と くに時間をかけて念入 りに調理 した り,自 分た ちエ ジプ ト人 の食文化 は独特の

もので,か らだに も良いこ とを教えた りす る。子 どもたちの好 きなエジプ ト料理をた

びたび作 って,彼 らの好 みが長続 きす るよう気 を配 っている。

26)ア ラブ食料品店で手に入る。

27)豆 その他の野菜を裏ごしにして,団 子状に揚げたもの。

28)羊 のひき肉に玉ねぎとパセリをまぜ,串 焼きにしたもの。

29)ト マ ト,ピ ーマン,な すなどの野菜に米とひき肉を詰めて煮こんだもの。

30)エ ジプト豆をつぶ し,ペ ース ト状にしたもの。

31)な す料理の一種。

32)エ ジプトから冷凍または生で空輸 したもので,北 米産のものよりも小さくてとげが少ないの

　で,エ ジプ ト人ムスリムに好まれている。

33)エ ジプト人好みの野菜で,エ ジプトから輸入 している。冷凍のものはジャックの店,生 のも

　のはメインス トリー トのフィリピン人の店で売っている。

34)こ れ も,エ ジプ トから輸入 したものが好まれている。

35)ピ スタチオとパイ皮を交互にかさね合せ,砂 糖汁または蜂蜜をかけた菓子。

36)ゴ マを固めた菓子。

37)ド ーナツ風の揚げ菓子。
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　 エジプ ト料理その ものと,そ れへの嗜好 は変 っていないが,食 事の とりかた は,カ

ナダ人 化 している面 もみ られる。 たとえば,エ ジプ トでは朝食 のメニ ューで あるフー

ルや,庶 民の粗末 な食事 の代 表例で あるタ ー ミーヤを,ご ちそ うと して昼食 や夕食 に

食 べ るよ うになって いること,英 仏系 カナダ人 がよ くや るよ うに,も ちよ りパ ーテ ィ

ーをする ことで ある。 エジプ トで は,親 しい間が らで も,ご ちそ うの足 しを もってい

くのは侮辱 になるが,ヴ ァンクーヴ ァーでは,モ ス クの集 りで も,も ちよりパ ーテ ィ

がお こなわれて いる。

　食事 の時間に関 して も,カ ナダの習慣に大 き く影響 を受けてい る。平 日の朝食が カ

ナダ式なのは,好 みか らで はな く時間 がゆ っ くりとれないか らである。昼食 もエジプ

トでは午後2時 頃とるのがふつ うだが,カ ナダでは11時 半 か ら1時 半 ぐらいの間に食

事を しなけれ ばな らない。夕食 もエジプ トにいた時 よ りかな り早 くとるよ うになって

い る。

　 エ ジプ ト料理 には,調 理 に時間のかか るものが多いので,前 もって作 り,冷 凍 して

お くことが,エ ジプ ト人 の間で はなされてい る。 と くに共 働 きの女性 たちは,一 週間

分の夕食 を 日曜の午後 に作 って お くのを習慣 に してい る人 が多い。 フー ドプ ロセサ ー

は,エ ジプ ト料理 を作 るため,材 料を砕 いた り混ぜた りす るのに役 立つ器具 と して,

カ ナダのエ ジプ ト女性 の間で よ く用 い られてい る。 この頃 は,ほ とん どの家 の台所 に

あ るが,と きに互 いに貸 し借 りをす ることもあ る。

　食事 に関 してAs,　 Cu,　Trグ ル ープの違いがあ らわれ るのは,豚 肉とハ ラール 肉38》

の問題についてであ る。筆者 の調査 によれ ば,ヴ ァンクーヴ ァーのエ ジプ ト人 ムス リ'

ム の中で,豚 肉を食べ る者 は皆無 に近い。Asグ ル ープの者 は,う っか りして食 べた

ものはハ ラーム(禁 じられた もの)に な らないという。 しか し,こ のAsグ ル ープの

人た ちで も,わ かって いて豚 肉を食 べる者 はほとん どいない。彼 らは宗教 的理 由で食

べない とい うよ りは,小 さいと きか ら食べて いないので,豚 肉はあま り好 きになれな

い ら しい。 ほとん どのエジプ ト人 ムス リムは,ソ ーセージな どの雑 肉の製 品を食 べ る

ときには,豚 肉がま じって いないか どうか,成 分を注意深 くチ ェ ックする。子 ど もた

ちも,豚 肉を食べて はいけないことを 自覚 してい る。友人の家を訪 問すると きには,

友人 の親に自分 たちが豚 肉を食べ ないことを伝えて お く。

　 イス ラームにおいて豚 肉が禁 じられて いることはカナダの エジプ ト人 たち も,ま わ

りの人 たち も,認 識 してお り,こ のタブーを守 るの は,さ して困難で はない。 しか し

豚 肉以 外のハ ラール 肉の問題 は微妙であ り,イ ス ラーム的環境 の中におけるムス リム

38)[片 倉　1988a:716]註43参 照。
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の対処 の仕方を,注 目 して おかねばな らない6

　 ハ ラール肉を 販売 してい る店 は,ヴ ァンクーヴ ァーに は3軒,サ レー に1軒 あ る

(図1参 照)。 これ らの店の所有者 はパ キスタ ン人 ムス リムで,屠 殺 場の所有者 か ら屠

殺権 を買い とり,イ スラームの おきてにの っとった儀式 をおこな った上で屠殺 をお こ

な っている。 エジプ ト人ムス リムの多 くは,こ れ らの店 か ら肉を買 うよ うにつとめて

い る。 しか し,パ キスタ ン人 は清潔でないという偏見の上 に,こ れ らの店 で買 った肉

は まず いことが多 く,値 段 も高 くな るため,買 うのを躊躇す るエ ジプ ト人 が多い。彼

らは,ハ ラールの ことを気に しつつ,実 際 の日常生活 は,ハ ラール食 肉店以外の 肉屋

か ら肉を買 ってい ることもあ るのが実情で ある。 その行為を正当化す るため,ま た,

良 きムス リムと して,ハ ラール でない肉を食べてい るとは認めた くないため,「ハ ラー

ル」の解釈をゆ るやかな ものに しよ うと してい る。そのよ うな解釈 の典型 的例 は,動

物 を屠殺 したのが,ム ス リム と同 じアハル ・ル ・キタ ーブ,す なわちユダ ヤ人,ク リ

スチ ャンであ るな ら,そ の肉はハ ラールだとす るものであ る。彼 らは通婚 も許 されて

い る啓典 の民で,一 神教徒であ るのだか ら,ま ちがった神 にささげ られてい るもので

はな いと解釈す るのであ る。Cuグ ループのエジプ ト人た ちは,い つの ころか らか,

ウ ッ ドワース店39》で売 られて いる肉 は,ハ ラールだ と信 じこんでい る。 リッチモ ン ド

の大モス クの イマ ームが,ウ ッ ドワースの店で売 られてい る肉は,適 切 な屠殺方法が

と られてい ると公表 した とい うのであ る。 ほん と うにハ ラールであ るかど うかには疑

問 をもってい る者 もい るよ うであ るが,こ の うわ さを信 じてお きたいとい う心理 が,

多 分 に働いてい ると観察 された。 肉を買 いにい くの は,パ キスタ ン人 のハ ラール 肉店

で なければ,ウ ッドワース店で買 うのだとい うことで,一 応の安堵感 を もってい るの

で ある。 しか し,・Trグ ル ープの人た ちは,イ マ ームが ウ ッドワースの肉につ いて肯

定的に言及 した とい うことを否定 し,ハ ラール肉の店で肉を買 うべ きであ ると主張す

る。

　ハ ラール肉については,Asグ ル ープは関心 が薄 く,気 にか けるのに値 しない問題

だ とい う者 もい る。Cuグ ループは,た てまえ と して はハ ラール肉を食べて いるのだ

とす るが,厳 密にはハ ラールで ないものを食 べてい ることを内心認 めてい る。Trグ

ル ープは,こ の問題に強い関心 を もち,厳 格な解釈をす る,と 概括で きる。

　ハ ラール食肉店の ほかに,エ ジプ ト人 ムス リムが しば しば利用 する店 に,ヴ ァンク

ーヴ ァー東 部にあ る"Middle　 East",通 称 「ジャックの店」があ る。 ヨルダ ン人の ク

リスチ ャンが経営 してい る食料 品および雑貨店であ る。 エジプ ト人 ムス リムやその他

39)広 い販売網をもつ,チ ェインス トアの食料品雑貨店。
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写真7 中東出身者たちがよく利用するジャックの店

の アラブ,お よびギ リシア人,ユ ダ ヤ人 が大勢や って くる。 この店で は,食 用のぶど

うの葉やそ ら豆 のかんづ あなど,カ ナダで は手 に入れに くい 中東地域や ギ リシアの食

品ばか りでな く,洗 面所用 のイブ リーク40》にいた るまで,幅 ひ ろ く扱 ってい る。ア ラ

ビア語の新聞 ・雑誌 は,3日 程度の遅 れで手 に入 る。 エジプ ト映画のヴ ィデオ レンタ

ル サービス も人気があ る。

　 「ジャ ックの店」 は,エ ジプ ト本 国の店 と雰 囲気 が似て いるため,利 用す るエ ジプ

ト人 が多 い。ヴ ァンクーヴ ァーのエ ジプ ト人ムス リムが,As,　 Cu,　Trグ ル ープを問わ

ず,最 もよ く出あ う場所であ る。

　 その他 にエジプ ト人 がよ く利用 してい るの は,ヴ ァンクーヴ ァーの目抜 き通 り近 く

写真8　 ハ ラ ー ル 食 肉 店

40)排 便のあと,水 洗するための水を入れておくピッチ。
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にあるフ ィリピン人の食料 品店,パ レスチナ人夫妻 の店(King　 Edwardの 店)な ど

で,中 東 か らの輸入品であ る冷凍のオ クラや,カ イロか ら空輸 しているモロヘァな ど

が手 に入 る。 こうい った 中東 あ るいはエジプ ト特有の食 品を求め るばか りでな く,一

般 のカナダ人 がよ くい く,青 空市場 風で 品物 の豊富な グランヴ ィル ・アイ ラン ドのマ

ーケ ッ トや
,セ イフウェイのスーパ ーマ ーケ ッ トも,エ ジプ ト人 たちが日常 の食生活

のた めに,よ く利用 してい る。 カナダ人 と同 じ材料を買 って きて も,多 くはエジプ ト

風料理に細工 して食べ ることは,先 に述 べた通 りであ る。

　ヴ ァンクーヴ ァー には,レ バノ ン人経営の レス トランが2軒 あ り,中 東料理を 出 し

てい る。 しか しエ ジプ ト人 ムス リムはほとん ど利用 しない。 同 じア ラブ料理で も,レ

バ ノ ン料理が エジプ ト料理 とかな り異 なることもあ るが,一 般 に,外 食 は好 まれ ない

ことがその理 由であ る。 と くに,ナ セル時代以前にエ ジプ トで 育 ったエジプ ト人た ち

は,家 族 との食事は自宅 でする ものというアラブの伝統的習慣 を身 につ けて いる。客

を外 の レス トラ ンに招 くことは,失 礼 とされてい る。 カナダ社会の影響を うけて,外

の レス トランで食事 をすることもあ るが,そ うい う時は,自 宅 では作れ ないアラブ料

理以外の ものを選ぶ ことが多い。

　 2)飲 習慣

　飲物 も,エ ジプ トにいた時 と同様に,カ ナダにおいて も,伝 統的 なものが好まれて

いる。最 もよ く飲まれ るのは紅茶であ る。 エジプ トでは,紅 茶 を飲 むには,必 ず透 明

の小 さなガラス コ ップが使われ るが,こ のガ ラス コ ップ は,ヴ ァンクーヴ ァーで は入

手 し難 いこともあ り,カ ナダ人の影響 もあ り,ふ つ うの紅茶茶碗で,飲 まれている。

紅茶 に似 たカル カディの葉 もよ く用 い られ る。 この葉 は,ヴ ァンクーヴ ァーで はダロ

ウェイ ・スパ イス店で販 売 している。植物 の根か ら作 るアル クは,ラ マダ ー ンのとき

の飲 物で,ジ ャックの店で売 ってい る。 エ ジプ トで は昔か ら,お 産をすませ た女性が,

飲 む ことになって いる。ヴ ァンクーヴ ァーで は,男 性 も女性 も,疲 労回復 のために飲

む。 ムガーッは,ご まの実 と根を,薄 黄 色の粉末 に した ものを,砂 糖で甘 くして飲 む

もので ある。 ジャ ックの店に粉 末状 の ものが売 られてい るが,エ ジプ トへ行 った人 が,

必 ず とい って いいほどおみやげ として もって帰 って くる。

　紅茶 に次いで,よ く飲まれ るの は,エ ジプ ト本 国で と同様 に,ト ル コ ・コー ヒーで

ある。 トル コ ・コー ヒーを作 るための金属製 の器 は,ジ ャックの店で も売 ってお り,

た いて いの家庭 の台所に は,そ なえつけ られてあ る。エ ジプ ト人同士 の集 りで は,紅

茶,コ ー ヒーの順で もて なされ るのが,つ ねで ある。

　筆者 が調査 したヴ ァンクーヴ ァーのエ ジプ ト人の うち,Cuグ ル ープ,　Trグ ル ープ
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の者 は,ア ル コールをほとん ど口に しない。NFECSの メ ンバ ーは,オ ー ク リッジ ・

コ ミュニテ ィ ・セ ンターで,週1回,夕 方か らバ レーボールな どのスポー ッの集いを

して いるが,他 のカナダ人の ように,ビ ールな どのアル コール類 はま った くもち こま

ない。飲 み ものは,オ レンジジュースだ けであ る。エ ジプ ト人 グループは酒 を飲んで

乱れ ないか ら模範的だ と,セ ンタ ーの管理人た ちのエ ジプ ト人 に対 する評価 は高 い。

ス ポーツのあ と,誰 かの うちで小 さなパーテ ィーをす ること もあるが,こ こで も紅茶,

コ カコーラ,カ ナダ ドライ,甘 いお菓子類,ぶ どうや桃 などの果物 が出されるだけで,

ビ ール類は一切み られない。筆者 の家 にエジプ ト人 たちを招 いた折,7月 の暑 いとき

には ビールを出 して,「 ここはカナダだ し,暑 い日にはおい しいよ」 と,か な り強 く

すすめてみたが,だ れ も飲 もうとは しなか った。Cuグ ループ,　Trグ ル ープの エジプ

ト人た ちの,さ まざまな会合 に何 回か出席 したが,一 度 も酒を飲んでい る姿 に出 くわ

さなか った。Asグ ル ープ とCuグ ル ー プ が 同席 した際 には,　Asグ ル ー プが アル コー

ルを飲ん でいて も,Cuグ ル ープの人 たちはオ レンジジュースだけで楽 しん でいた。

非 ムス リムの人 々と同席 した ときも,飲 酒 してい る人 々を 目の前 に しつつ,ソ フ トド

リンクだけですませて いた。

　 エジプ トはじめ,ム ス リムがマ ジョリテ ィのと ころにいた時に は飲酒 していた エジ

プ ト人 ムス リムで,カ ナダに来 てか ら禁 酒 しは じめた人 や,カ ナダに来てか ら飲みは

じめたが,現 在 は飲んでいない とい う人 た ちが,意 外に多 く存在 する。

た とえば,

T:建 築 家。 かな り厳 しい禁酒 国のク ウェー トにいた15年 間は,ひ そかに飲ん でいた。

　　 しか しカナダに来て か ら禁酒 した。

A:大 学 附属研究所研究員。 カナダに来てか ら禁酒 した。 ワイ ンが好 きだ った。 エ ジ

　　 プ トにい る時 か ら宗教 的なため らいを感 じて いたが,カ ナダに移民 して以来ぷ っ

　　 つ りやめた。

M:カ ナダ の大学 に在学 中,周 囲のpeer　 pressureの た めに飲 みは じめた。 禁 酒 し

　　 たのは,宗 教的な理 由か らではな く,酔 ってい るときの自分 や他 の人 々のふ るま

　　 いが嫌 だ ったか らであ る。 アル コール が 好みにあ わ な い の と,成 長 してpeer

　 　 pressureに 抵 抗で きるように なったため,禁 酒を続 けて いる。

A・N・:カ ナダへ来 てか らも飲んで いた。今で も,酒 の味はす きだが,赤 ん坊 だった子

　　 ど もた ちが大 きくなったので,父 親 と して良い手本になれ るよ う,禁 酒 しは じめ

　　 た。

　 飲酒を肯定す るカナダの社会 的環境 の故 に飲酒 しは じめた者 は,Asグ ル ープの一
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部を除いてほとんどいないという。む しろ,カ ナダに来てから,自 己のアイデンティ

ティ確立の過程で,禁 酒をはじめた者の方が多いといわれる。

　Asグ ループの者は,カ ナダに来 る前から飲酒をしていた者が大部分であるが,な

かには,カ ナダ社会に同化 しようとして,英 仏系カナダ人とのつき合い上,飲 酒しは

じめた者 もいる。

　女性で飲酒しているのは,Asグ ループの1人 だけである。

M:23才 。1984年 にヴァンクーヴァーにやってきた。ここで勉強 している兄弟の友人

　　 と結婚 したが,3カ 月後に夫を残 して英仏系カナダ人の恋人と同棲しはじめた。

　　ヴァンクーヴァーのエジプ ト人ムス リム女性の中では,平 均よりも教育程度が高

　　い。他のエジプ ト人ムス リムとつき合 っていない。彼女の友人は,英語のクラスで

　　知 り合 った,エ ジプ ト人以外のさまざまな文化背景をもつ人 々である。彼女は自

　　分のことをムス リムだとはいうが,自 分で も信心深いとは思っていない。しかし,

　　自分の飲酒は適度なもので,こ の程度は許されるのだと主張 している。同棲 して

　　いた英仏系カナダ人とは,酒 を飲みすぎるという理由で別れた。

Mの 場合,ア ルコールを好んでいるというよりも,カ ナダの社会に同化し,カ ナダ

人 と同じ行動をしようとして飲酒 していると観察される。彼女は自己主張が強く,カ

ナダ社会で成功したいと強 く望んでいる。

　 ムス リム女性 の飲酒例が少ないのには,い くつふ の理 由があ る。

　 まず,飲 酒 は男性 のす ることとい うイメー ジが,カ ナダ社会全般にあ るので,女 性

はあま りプ レッシャーを うけな くてすむ。カナダのエジプ ト人 ムス リム ・コミュニテ

ィは,女 性の飲酒に対 しては,と くに厳 しい とい うこともある。 さ らに,ム ス リム女

性 は母 と して,子 ど ものお手本 となるため,良 きムス リムで なければ な らない とい う

社会 的圧力が存在す る。

　ヴ ァンクーヴ ァーのエジプ ト人 ムス リムは,非 ムス リムのカナダ人 が,社 交的な集

りで アル コールを重視す ることに,否 定 的で はあ るけれ ども,非 ムス リムの飲酒 に対

して は,柔 軟な姿勢を示す。1985年11月 の,NFECSの デ ィナー ・パ ーテ ィーで は,

非 ムス リムの客のた めにバーを用意す るかど うかで論争があ った。結局,客 はアル コ

ール の注文をす ることはで きるが
,バ ーは設 置 しないという妥協案が可 決 された。非

ムス リム,ム ス リムを問わず,飲 酒 している者 がす ぐそばにいて も,面 と向 ってそれ

をただす とい うような ことは,全 くしない。禁酒 は,神 に向って守 るもので,人 々が

互い にけんせい し合 う性質の ものではないというので ある。

　 アル コールに対す る反対は,宗 教的な面 だけで な く,世 俗的 な配慮に も根ざ してい

860



片倉　 異文化環境のアラブムスリム

る。アル コール は,人 々の行動を変えて しまい,そ の人の本当の性格 を知る ことがで

きな くなると考え られて いる。社交上の集 りにおいてアル コール は,友 人つ き合 いの

楽 しみの,代 用品 にす ぎない。 エジプ ト人ムス リムは,ア ル コールの助けをか りずに,

仲 間同士 の社交 を楽 しむ ことがで きるのだ とい う。

　 3)結 婚

　 ムス リムの結婚に は,「 契約」 の意識 が強 いこと,男 性 か ら女性 にマ フル(結 婚結

納金)を 支払 うこと,ム ス リム女性 はムス リム以 外の男性 と結婚で きないことなど,

い くつかの特徴があ る41)。 カ ナダに移住 して きたムス リムは,結 婚について本 国 とま

った く同 じや り方,考 え方 を保持 してい くことは困難であ り,カ ナダの制 度や習慣 に

合わせて,多 少は変 えていかざるを得 ない面 もあ るが,基 本的には,イ ス ラーム式 の

や り方で とりお こな ってい る。

　 カナダでの結婚 の際には,ま ず,Death　 and　 Marriage　 Registration　 OMceで,

結 婚許可証(marriage　 liCenCe)を 申請せねばな らない。 コンピュータによ って,重

婚で ないかなどが調べ られ,許 可証 が出され る。 これに は結婚当事者双方 の年齢,名

前,住 所,結 婚歴な どが書 きこまれて いる。有効期限 は3カ 月であ る(図3)。

　 カナダ政府よ りの この結婚許可証 がととのえ られた段階で,英 語 とア ラビア語で書

きこまれた図4の よ うなイス ラーム式 の結婚契約書 が,マ ーズーン(結 婚 登録人)に

よって用意 され る(図4)。 これには,エ ジプ ト本 国で と同様に,結 婚す る男女2人 の

ほかに,2人 の証人 のサイ ンが必要 とされ る。マ フルの額 も,契 約書 に記入 され る。

エジプ トな ど,中 東で は結婚時 と離婚時 に分 けて,き ちん と金額が書 き入れ られ るが,

カ ナダでは,what　 they　 havc　 agreed　 uponと の み書 くことが多い。 また,カ ナダ

では,金 銭 の代 りに,カ ナダ風 に指輪,宝 石 に した り,マ フル その ものをや めて しま

うこともあ る。

　ヴ ァンクーヴ ァーには,5人 のマ ーズ ーンがい る。全員 エ ジプ ト人 のス ンニ ー ・ム

ス リムであ るが,イ スマ ーイー リー,パ キスタ ン人,イ ランの シーア派 ムス リムた ち

の結婚式に もマーズー ンと して よばれ る。エ ジプ ト人は,リ ッチモ ン ドのモス クを牛

耳 っている フィジー人 とは,必 ず しも折 り合 いがよ くないが,結 婚式の折には,エ ジ

プ ト人マ ーズーンがフィジー人に よばれ る。 マーズー ンはヴォ ランティアでや ってい

る仕事で,金 持か らも貧乏人か らも,謝 礼金 を とらない ことにな ってい るが,祝 儀 の

よ うな形で,礼 がな され ることもあ る。

41)エ ジプト人の結婚の詳細については[大 塚　1985:273-307】 参照。
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図蓋3　カナダ政府健康省へ提出する結婚登録用紙
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図4　 イスラームによる結婚証明書
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　カナダ に来てか ら結婚 した者 の中には,エ ジプ トに一時帰国 した際 に,相 手 をみつ

けよ うとす る者 もい る。 その一 例に,最 近,休 暇でエ ジプ トに帰 国 したときに,家 族

のア レンジで4人 の女 性に会 い,そ の うちの1人 と婚約 したA.S.が い る。 彼によれ

ば,「 ほん と うはカ ナダの女 性 と結婚 したか ったが,宗 教的な相違のために困難なの

であ きらめた。 イスラームで は,結 婚 す ることは義務 なので,イ ス ラームへの コ ミッ

トメン トを はたすために結婚 することに した」 とい う。

　カナダで結婚相手 をみつ けたエジプ ト人ムス リムには,友 人の紹介や,パ ーテ ィで

知 り合 った とい う者 が多 い。雑誌の広告欄 に,「 ムス リム女性 を求む」「ムス リム男性

を求む」 とい うよ うな広告 をのせ る者 もい る42)。 しか し,エ ジプ ト人 ムス リムの中で,

相 手が単にムス リムであればよいと考えて いる者 は,Trグ ル ープに おいて も少数派

で,大 部分はエ ジプ ト人 ムス リムと縁組み したい と考えてい る。 そのた め,選 択範囲

はせばま り,カ ナダで は将来 の結婚相手 が心配 だか ら,カ イ ロに帰 るつ もりだ という

者 も多い。

　 4)葬 儀

　 カナダのエ ジプ ト人 ムス リムが直面 しは じめてい る問題 の ひとつは,死 去 によ って

起 きる葬儀の問題であ る。ヴ ァンクーヴ ァーのエジプ ト人 ムス リムの年 齢は,比 較 的

若いので,自 然死によ る葬儀 の問題 はまださ しせま った もので はなか ったが,1983年

に60才 の女 性が亡 くな った ことに端 を発 して クローズァ ップ されて きた。彼女 は,カ

ナダ に移民 した娘の家族 と住むために1981年 に エジプ トか らヴ ァンクーヴ ァーへ やっ

て きて,2年 ほど暮 したが,な れない環境 の中で病気にな り,つ いに死 亡 した。

　死者が出た場合,遺 体をエ ジプ トに送 り返 して埋葬す るか,カ ナダで埋 葬するかが

問題 になるが,エ ジプ トへ送 るのは費用 が高 くつ くため,多 くのエジプ ト人 にと って

は困難であ る43)。 ム ス リム用 の墓地がなか ったので,ム ス リムのカナダでの埋葬 は,

死 者 の顔 をメ ッカに向 って寝かせ,土 葬する とい うイスラームの埋葬方 法が,か つ て

はとれなか った。 しか し,ブ リテ ィ ッシュ ・コロン ビァ州で は,1976年 以 来,ム ス リ

ム用の墓地 が確保 され,イ ス ラーム式 に埋 葬 されるよう,BCMAに よ って とりはか

らわれ るよ うにな った(図5)。

死 者が 出ると,BCMAに 所 属す る埋葬責任者(burial　 oMcer)ま た はBGMAの 役

員に連絡を とる。 これ らの埋葬 責任者 たちがいない時には,コ ー ランの知識が豊富 な

42)こ れ については[片 倉　 1988a:719,註44}参 照。

43)1985年 には,サ ウデ ィアラビア人とヨルダン人各々1名 の遺体が,本 国の親族のもとに送ら

　れた。
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図5　 オ ー シ ャ ン ・ヴ ュ ー ・メモ リア ル ・パ ー ク

　 　 　 　 イス ラー ム教 徒 用 墓 地 所在 地

者,た とえばモスクのイスラーム学校教師であるエジプ ト人Naな どが代行すること

もある。連絡を受けたこれらの人は死者のためにコーランの文句を唱え,遺 体がイス

ラームのきまりに従って埋葬されるように手続 きをする。

　その後,死 者の親族や友人が遺体をリッチモンドのモスクに運ぶ。ここには,遺 体

洗浄所がある。エジプト本国でと同様に,男 の遺体は男の手で,女 の遺体は女の手で,

水をもって洗い清められる。胃と腸は中味が全部押 し出され,洗 浄 される。体の開口

部分全部に樟脳油を吸いこませた綿がつめられる。そののち,遺 体は白い綿布で包ま

れる。このとき,白 い綿布の代 りに死者が生前,巡 礼に使った白い貫頭衣風のアラビ

ア衣裳(イ スラームと呼ばれる)を 用いることもある。遺体を包むこの布にも樟脳油

がふりかけられる。続いて,死 者のために神に許 しをもとめる祈祷がおこなわれる。

死者が男の場合 は腹のところに,女 の場合は肩,す なわち乳房の見えない位置にイマ
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写 真9　 オ ー シ ャン ・ヴ ュー ・メモ リア ル ・パ ー クの入 口

一ムが立ち,死 者を神のもとに返させて くれるようコーランの文句を唱える。その後,

遺体は棺に納められて墓地へ移される。

　墓地では,地 中に穴を掘 り,遣 体を棺から出 してここに入れ,右 腹を下にして顔を

キブラ(ム ス リムが礼拝の際に向かう方向,す なわちメ ッカのカーバ聖殿の方角をさ

す)の 方へ向けて入れる。胸のところにコーランを置くこともある。墓地には,キ ブ

ラの方向がわかるように,BCMAと 書かれた黒石がメ ッカの方向に向けて置かれて

いる。そのまま放置すると,遺 体があおむけになるので,背 中の側に石などを置き,

それを防 ぐ。次の埋葬の際には,1人 分あけた横に順次遺体を埋めていく。最 も新 し

く埋葬された場所のすぐ横を掘るのを,し ばらくの間は控えておくためである。

　埋葬までにかかる費用は,埋 葬許可書が3ド ル,モ スクでの葬儀とBCMAの 墓地

写真lU　 イスラーム教徒の墓石。花なども供えず,か ざり気のないのが特徴である
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使用料 などすべてを含めて,600ド ル(1986年 現 在)で あ るが,貧 しい人 はその限 り

で はない。 カナダでの ク リスチ ャンを含むふつ うの葬儀料は,平 均4,000ド ル ほどで

あ るか ら,こ こで のムス リムの葬儀 は,非 常に簡素であるといえる。

　 BCMAは,1970年 代 に入 って ムス リム墓地 の購入計 画をは じめ,ヴ ァンクーヴ ァ

ーの東方,バ ーナ ビーにあ るオ ー シャン ・ヴ ュー ・メモ リァル ・パ ークに,ム ス リム

のための墓地 区画を購入 した。1976年 に最初に購入 した200区 は25,200ド ル であ った。

1977年 に は13,000ド ル で104区 を,1981年 に は28,200ド ル で200区,1983年 に は5,　313

ドル で33区 を買 い足 した。1985年 に は263区 を 購入 し,こ れで合計800区 画 の ムス リム

墓地が確保 された。 この費用をカヴ ァーする基金 は,ブ リティ ッシュ ・コロンビア州

在住 のムス リムた ちか らの寄附によ り,ま かなわれた。BCMAで は,墓 地の基金 の

ために寄附を した家族の名簿 を記録 保存 して お り,彼 らを 「墓地を優先的に使用 する

権利 を持つ人 々」 と してい る。ただ し,ム ス リムで あれば,こ の墓地を使用す るのを

拒否す るもので はない とも記 されている。BCMAの こ のような活動 は,大 きい事業

を自分た ちだ けで はやれない少 数ムス リム,エ ジプ ト人 のコ ミュニ ティに も安心感 を

与え るにいた ってい る。

筆者の インフォーマ ン トの中で も,M・Y夫 妻 など大多数が積極的にブ リテ ィッシ

ュ ・コロンビァ州の このムス リム墓地 を利用す ることを考えてい るが,Mの 妹のよ う

に,自 分の遺体は どうして もエジプ トへ送 って ほ しい と言 ってい る者 もいないわけで

はない。

V.価 値観の変 化 と不変 化

1.　 イ ス ラー ム的行 動 お よび意識

　ムス リムには,イ ス ラームを 信仰す る者 と してなさなけれ ばならない5つ の 行 為

(イ バ ーダー ト)が あ るが,ム ス リムがマ ジ ョリティであ るエ ジプ ト本 国 とは異 な っ

た環境の 中で,こ れ らは,守 られてい るのだ ろうか。あ るいは,守 られていないのだ

ろうか。カナダでは,本 国にはなか った ク リスマスやイースター,ハ ロウィー ンな ど

の キ リス ト教徒の祭 日が,社 会 の中で大 きな位置を占めている。 これ らに対 してヴ ァ

ンクーヴ ァーのムス リムたちはどのように対応 してい るのだろ うか。非 イス ラーム的

環境の 中にあ って,イ スラームに対す る意識に変化 は出ていないのだ ろ うか。 ここで

はイバーダー トの うちの断食,礼 拝,巡 礼,喜 捨 と,ク リスマ スに対 する対応の面か

ら,そ れ らをさ ぐってみたい。
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　 1)断 食

　 ラマダー ン月の断食44)は,5つ の イバ ーダ ー トの中で,重 要 なものであ るが,ム ス

リムがマイノ リテ ィで あるカナダ社会で おこな うのは きわめて困難であ るよ うにみえ

る。

　 エ ジプ ト本 国 とは異 な り,カ ナダでは,周 囲にい るムス リムでな い人 々が,ふ つ う

の食生 活をお こな って いる。 と くに,子 ど もた ちは学校で集団生活を送 ってい るため,

昼 食 の時間に 自分 だけ食べ ないでい る,と い うことがむず か しい。 第2に,カ ナダ

は緯度が高いため,1985年 の ラマダ ーン月は,日 没 が午 後9時 半 頃に当た ってお り,

断食解 除の 開始が 非常に 遅い。1986年5月28日 付 の ヴ ァンクーヴ ァー の 新 聞　The

Vancouver Sunnに は,「 当地 の長い1日 が,ブ リテ ィッシュ ・コロンビア州の ムス リ

ムの神聖 な断食をひ きのぼ してい る」 と題 して,カ ナダで断食 をおこな うムス リムの

苦 労を報 じている。 中東地域で は,日 の 出か ら日没まで14時 間 ほどの 断食 ですむの

が,3時45分 頃 が夜 明け,9時 頃が日没のヴ ァンクーヴ ァーでは,約18時 間 と,4時

間 近 くも長 くお こなわなけれ ばな らない[The　 Vancouver　Sun　 l986:Bl,3]。 それに

加 えて,カ ナダで の一般的生活 は,当 然なが らムス リムの生活 にあわせて立て られて

いない。エ ジプ ト(と くにカイ ロ)で は,ラ マダー ン月には仕事時間は短縮 され,通

常午 前7時 半 には じま り,午 後2時 に終わ ることにな ってい る。 もちろん,カ ナダで

は,ム ス リムに対す るこのよ うな配慮 はま った く存在 しない。 ムス リムが断食 をおこ

な うことを知 らない者 さえい る。 ラマダ ーン月 の特別措置に関す る要求 が,ア ラブム

ス リムか らカ ナダ政府 に提 出されてはい るが,何 らの返答 も与え られていない。The

Vancouver　Sun紙 に は,　 「仕事 の同僚 か らの理解が最 も必要 とされているが,そ れ は

北米の ムス リムに おいてはまだ望むべ くもない。」 と報 じている[The　 Vancouver　 Sun

1986:B3]。

　 しか し,1984年,85年 の ラマダー ン月 におけるヴ ァンクーヴ ァーで の筆者 の調査で

は,60～65%の エ ジプ ト人 ムス リムが断食を おこな っていた(う ちAsグ ル ープ5%,

Cuグ ル ープ70%,　 Trグ ル ー プ100%)。 共 働 きで,建 築技師 の仕事を もつ女性Naは,

通常通 り仕事 をすると疲れ るが,多 少,ス ローダ ウンしなが らやり出せばで きるとい

う。 ラマダー ン月 には,昼 間,食 事を断 ち日没時に食 事をす るわけだが,彼 女 はラマ

44)ラ マダーン月の新月の日から,次 の新月の日まで,日 の出から日没までいっさいの食を断つ。

　水一滴飲むことも許されない。ただし,日 没の飲食はさしつかえない。ブ リティッシュ ・コロ

　 ンビア州では,サ ウディアラビアで新月が観測されたとARABSAT通 信衛星が告げた日(1986

　年には5月9日)か ら断食するムス リムもいるが,ほ とんどのムスリムは,自 分たちの住む地

　域で新月の見える日(1986年 には5月10日)か ら始める。
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ダ ー ン月の2ケ 月前か ら,昼 食 はほとん ど食べ ない ように し,早 あの夕食を エジプ ト

風の昼食の ようにゆ っ くりと食 べる ことに して,ラ マダ ーン月の急な変化にそなえて

いる。 エジプ ト人男性医師Aは,健 康 な者 にと って断食 は身体のた めに も良い と主 張

して いる。

　 断食を やってみた ものの,空 腹 が仕事(コ ンピュータ ・プログラ ミング)に 悪影響

をおよぼ したため,途 中でやめて しま った者 もい る(M・Z・)。 それで も12日 問 はおこ

な ったとい う。一方,Aの よ うに,10年 間 断食を しなか ったのに,去 年か ら再 開 した

とい う者 もいる。 その理 由は,子 ど もたちにムス リムと しての良い手本を示すためだ

とい う。

　 エ ジプ ト人 ムス リムの子 どもた ちは,自 発的に断食を は じめる者が多い。断食 で き

るよ うになった とい うことは,大 人に近 づいたひ とつの証拠で あ り,子 どもたちがそ

れを誇 りに思 う例 は,中 東に おける調査で も明 らかで あ った。 同様 の現象 がカナダで

も見 られ る。 たとえば,肝 臓を悪 くしたため,1985年 に断食を しなか った女性Zaは,

14才 の息子に も,学 校の勉強や宿題 がある し,か らだ の発育 に良 くないか ら,断 食 は

しな くて よい とい ったが,そ れに もかかわ らずその少年 は断食 をお こな った。 また,

M・Y夫 妻 の息子で11才 にな るMuは, ,1985年 の ラマダー ン月には5日 間だけ断食 を

したが,そ の他の月に少 しずつ 日数を分 けて,断 食で きなか った 日数 の うあ合 わせ を

していると語 った。学校 のない土曜 日や 日曜 日に断食を して,ラ マダ ーン月1月 分に

充 当させ る ことを実際 におこな っていた。Muは1984年 に も,ラ マダー ン月には半分

の 日数 だけ断食 したとい う。

　 ラマダ ー ン月が終わ ると,断 食 明けの祭 り(イ ー ド ・ル ・フィ トル)が3日 間 おこ

なわれ る。 ヴ ァンクーヴ ァーのエジプ ト人 ムス リムは,こ の間休暇を とる者 が多 い。

中東 やエジプ ト本 国で と同様,ム ス リム同士が集ま り,デ ィナーなどを楽 しむので あ

写真11　 「Eid　Mubarak」 と書かれたカー ドを背広の

　　　 胸にさげて断食明けの礼拝に行 く
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る。ふ だん はモス クに行かないCuグ ループの者 たち も,イ ー ドの礼拝に は出か けて

い くので,リ ッチモ ン ドの大 モス クのまわ りは,ム ス リムたちで大混乱を呈 し,2キ

'
mほ ど前に駐車 して,歩 いていかねば な らな くな る。 モス クに 集 まる人 々は,「Eid

Mubarak」(お まつ りおめで とう)と 言 いあった り,ア ラビア語 をよ く知 らない人 は,

「Eid　Mubarak」 とい うカー ドを衣 服に ピンで とめてあいさつ し合い,お 祝いの気 持

ちを表わす。

　 この祭 りには,子 どもた ちにお金 が配 られ るの も,エ ジプ トで と同 じであ る。 ヴ ァ

ンクーヴ ァー-1'では,大 人 は友人,知 人 の子ど もたちにそれぞれ3ド ル くらいを与え る。

自分の子 どもに はふつ う10ド ル くらいを与 えることになってい るが,な かにはYの よ

うに,娘 に20ド ル 与えた とい う者 もいる。大人 たちも着飾 るが,子 どもた ちには下着

か らソックスに至 るまで新品の ものを着 せ るのがな らわ しで ある。

　 2)礼 拝

　 1日5回 の礼拝(サ ラー ト)を おこな うことは,カ ナダ社会 では,断 食 よ りもはる

かにむずか しいとエ ジプ ト人 ムス リムたちはい う。 しか し,礼 拝を全 くお こなわない

ムス リムは,筆 者の観察では,Asグ ル ープを除いて は,非 常に少なか った。5回 の

うちのいずれかの礼拝を必ず毎 日お こな う者 は,ヴ ァンクーヴ ァーの インフォーマ ン

トの39%,ほ とん ど毎 日お こな うと答 えた者 は約44%で,計83%の 者 が,礼 拝 をなん

写真12礼 拝するエジプ ト人少年,少 女

らかの頻度で な してい る。5回 すべて

はできな くとも,ズ フル(正 午),ア

ス ル(午 後),マ グ レブ(日 没),ア シ

ャ(夜)の うち少な くとも2～3回 の

礼拝 はお こな う。 フ ァジル(夜 明 け)

の祈 りは,そ れぞれ寝床のそばで し,

礼拝 のあともう一度寝 るのが普 通であ

る。 たいて いの家庭で は,各 々の生 活

のサイクルに合わせて,1人1人 個別

に礼拝 をおこな うことが多いが,と き

には,親 子が整列 して礼拝 す ることも

ある。 たとえば,Naが,ブ リテ ィッ

シュ ・コロンビア大学で言語学 のMA

を と ったお祝 いに,彼 女の家 に行 った

ときの こと,午 後5時 頃,Naと シム
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シム シ ミーヤをいただ きなが ら話 してい ると,向 うの方で,会 社副社長の夫F,息 子

のOm(10才),娘Mo(12才)が 何かや ってい る。見 ると,父Fを 中心に して,3

人 は一列 に並ん でキブラの方を向 き,礼 拝を はじめた。 アスルの祈 りだ とい う。Fの

祈 りの声 が一番大 きいが,途 中で1度 あ くびをかみ殺 して いたよ うだ った。習慣 と し
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヤ

てや っているのであ って,必 ず しも1回1回 非常 に宗教 的にや ってい るわ けで はない

よ うに思わ れる。妻のNaは,い つ もで はな く,や る気 のあ る時 にだ け祈 ると言 って

いた。女性 は生理の時の礼拝が禁ぜ られてい ること もあ って,母 親 は,家 族の礼拝の

列 に並 ばない ことが多 い。

　共働 きの女性 エンジニアMは,仕 事を終えてか らDの 家で のパ ーテ ィにや って きた

時,先 に来 ていた夫 や子 どもとは別に,1人 で地下 で祈 っていた。子 ど もたち も,も

う祈 りをすませ た者,ま だ の者 とば らば らで,母 親 に尋 ね られてか ら祈 りは じめた者

もいた。彼 らは1日5回 の礼拝を,休 日には必ず する とい う。Naの よ うに,家 族が

祈 っていて も,自 分 は しないという者 もい るが,誰 に もとがめ られ ない。

　 女性 エンジニアのDは,1日5回 の祈 りをお こなって いる。夏 は朝3時 頃起 きて フ

ァジル の祈 りを して また寝 る。ズ フル は昼食 の時,ア スル は仕事場での コー ヒーブレ

ークの時 に合わせて,自 分のオ フィスの ドアを しめて祈 る。家に帰 ってか らす ぐ,マ

グ レブの祈 りをす る。 この ようにすれば,1日5回 の祈 りもむずか しくはない,と い

う。Dは3年 前 か ら祈 りをは じめた。夫のSは いつ も礼拝 を して いたが,　Dに 強制 は

しなか った。 しか し,息 子 がg才 になったとき,Sが 祈 りの仕方を教えよ うとする と,

「ママ は祈 っていない じゃないか」と反論 された。 そこでSはDに,「 きみ も祈 るべ き

だ」 と言 い,Dも その気 にな った。彼女 は同時 にコーランの読調 もは じめた。

　 Dの よ うに,最 近に なって礼拝をす るようにな ったとい う者 は,少 な くない。エ ジ

プ トにいた頃 はナセル将校団の一員で,宗 教 的ではなか ったM.S.は,最 初の結婚に

失敗 し,そ の他 うま くいかなか ったことが重 な ったた め,神 の罰だ と思 うよ うにな り,

宗 教心を とりもど して礼拝 をするようにな った とい う。現在 の妻 はカナダ人だが,熱

心なムス リムで,1日5回 礼拝 をする。Tの 娘 で18才 のDiは,ク ウェー トで中学 を

卒業 するまで生活 し,現 在 はブ リテ ィ ッシュ ・コロ ンビア大学 の医学部に在学 してい

る。彼女 は,ム ス リム社会であ るクウェー トでは礼拝 も断食 もしなか ったが,ヴ ァン

クーヴ ァーに来て か らは1日5回 の礼拝をす る し,断 食 もして いるとい う。

　 子ど もた ちは7才 ぐらいか ら礼拝を はじめる。10才 にな って もや らない ときは,体

罰(主 に平手 打 ち)を 与 えて叱る。 しか し,筆 者の調査 では,ム ス リムの子 どもた ち

は,自 発的に周囲のまねを して祈 りは じめることが多い。Mの9才 になる娘 も,親 の
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まねを して,最 近祈 る ことを は じめた。

　 リッチ モン ドの大モス クで は,日 曜 日の12時 頃,ズ フル の祈 りに男性がいつ も130

人 あ まり集 まり,モ ス クの玄 関まで あふ れ出て いるのが見 られ る。 中東諸 国の金曜 日

の礼拝の時 と同 じ様な光景であ る。 ヴ ァンクーヴ ァーで は金曜の礼拝 に,仕 事 のない

と きや昼休 みにはや って くる。 アザ ー ン45》については,特 定の ムア ッジンはいず,誰

もがで きるよ うになって いる。 イス ラーム学校で は,ア ザ ーンの仕方を コーランの時

間 に教えて いる。

　 3)巡 礼

　巡礼 に関 して は,「 まだ,そ こまで考えてい ない」 と答えた2人 を除いて,筆 者 が

調査 したイ ンフォーマ ン ト全員が 「で きれば行 きたい」 と答え た。 しか し,カ ナダか

らメ ッカまで の距離 が地理 的にも経済的に も相 当な もので ある ことジ巡礼に も行 きた

いが,ふ るさとエジプ トの親類,友 人 に会 いに帰 る方に,よ り吸引力があ ることなど

か ら,巡 礼 は,あ とまわ しにな ってい るのが実情であ る。すでに巡礼をお こな った者

は3人 で ある。 その1人Aは,エ ジプ トにい る老齢 の父 が,「 死ぬまでに1度 巡礼 を

したいが,1人 で は足許が こころ もとない。で きればついて来て ほ しい。 おまえ も巡

礼 はなるべ く早 くして おいた方 がよい」 と言 って きたのが きっかけにな ったとい う。

父親が息子の巡礼費用 もうけもった。経済 的に もかな り裕福な家族で,巡 礼か ら戻 っ

た父親 は,「 これまで,す べ ての幸福 を享 受 したと思 っていたが,巡 礼の時感 じた幸

福 は何物 にもかえがたか った」 と言 った と,Aは 語 った。　A自 身 は,カ ナダに来て以

来,ビ ールを飲むな ど,あ ま り厳格 なムス リムで はなか ったが,巡 礼においてムス リ

ムと しての 自覚が はっきりと し,巡 礼 か ら帰 ったあ と敬 けんなムス リム と して行動す

るようになった。飲酒 はやめ,礼 拝 も欠 かさないようにな った。 かつてAsグ ル ープ

だ ったが,Trグ ル ープの1人 になった事例の ひとつであ る。

　他 の2人 は,カ ナダに移住 したのが,か な り早 い時期(1957年)だ った夫婦 で,エ

ジプ トにいた父母 たちも死んで しまい,エ ジプ トへ里帰 りす るよ りも,「 メ ッカへの

里帰 り」 を選んだ という。

　4)喜 捨

　 ヴ ァンクーヴァーのエ ジプ ト人ムス リムがお こな って いる喜捨に は2種 類あ る。断

食のあ と,す べての ムス リムが少額(3ド ル くらい)を 出す もの と,裕 福な者が年収

の2.　5%(ハ デ ィースによ る)を 出す ものであ る。 ヴ ァンクーヴ ァーのパ キスタ ン ・

45)礼 拝 の時刻を告げるよびかけ。モスクの尖塔や入口の脇で,肉 声でおこなわれる。この役を

　 する者はムアッジンとよばれ,美 声の者が選ばれる。
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カナタ㌔ センターで集め られたザカー ト(喜 捨)は,エ チオ ピアへの救援物資を購入

するために用い られていた。モスクでは,受 けとった喜捨の領収書を掲示板にはって

おき,来 た人が税金控除のためにそれをとってい くシステムになっている。

　そのほか,巡 礼祭にハラール食肉店に連絡 して羊を犠牲に し,モ スクに集まって来

た人に分けあたえることを した り,断 食ができなかったので,代 わりにエジプ ト大使

館を通 じて,カ イロにある福祉事業団に送金するなど して,そ れをザカー トだとする

例もある。この福祉事業団は,カ ナダのオタワにある大使館と連絡をとり,さ まざま

な福祉事業をおこなっている。たとえば,カ イロの失業者たちにエジプ トの民族衣装

を作 らせ,そ れをカナダで売るといった事業 もおこなっている。

　 5)　 クリスマスへの対応

　 ク リスマスの祝い は,カ ナダ社会に おいて重要な催 しであ り,エ ジプ ト人 ムス リム

に とっては無視 す ることがむずか しい ものである。

　ヴ ァンクーヴ ァーのエ ジプ ト人ムス リムの コ ミュニテ ィ内部におけ るク リスマスへ

の対応は さまざまで,休 日とは認 めない とい うTrグ ル ープか ら,　Asグ ル ープのよ

うに,典 型的なカナダの ク リスマスに近 いお祝いをす る者た ちまで,幅 があ る。

　 自分のア イデ ンテ ィテ ィがエ ジプ ト的伝統 よ りもイス ラームに直結 してい るTrグ

ループの人 々は,ク リスマスを全 く無視す る傾向にあ る。Asと 彼女の夫S.Y.の よ

うに,「 ムス リムはク リスマスを祝 いません」「私たちの宗 教には関係 あ りません」 と

い う。 その代 り,彼 らはエ ジプ ト本 国で と同 様マ ウ リドンナ ビーを 祝 う。 しか し,

エ ジプ トでのよ うに,に ぎやかに,砂 糖菓子 を作 った り,人 形 をな らべ たてた りす

る ことは しない。Trグ ル ープの者 たちにとって,ム ハ ンマ ドの誕生 日は,彼 の良 き

お こないを回想 して過 ごす 日で あるとい う。 ク リスマ スは,イ ス ラームの預言者 イエ

ス46》の良 いおこな いを,静 かに思いめ ぐらす 日であるべ きだ と主張す る。 イエスがク

リスマスの祝 日におけるク リスチ ャンたちの 「飲酒 と悪 いふるまい」 を容認 してい る

とは思 えない。彼 らのク リスマスは,イ エスを通 して表わ されたア ッラーのメ ッセー

ジを不明確な ものに し,商 業 主義にまどわされ,イ エスの教えをつま らないも のに し

て しま うものであると主張 する。

　Trグ ル ープの家庭で は,ク リスマス にお祭 りを した り,贈 り物 の受 けわた しをせ

ず とも子ど もたちがが っか りしないよ う,つ ね 日頃か ら言 い きか して いるとい う。 イ

46)イ ス ラームにおいては,イ エスは神の預言者,使 徒(rasul),メ シア(mas三h),神 の しもべ

　 ('abd　Allah),神 の言葉(kalima　 AIIah)な どと呼ばれて重ん じられている。処女生誕や終末の

　再臨は認められているが,あ くまで神の使徒としてであり,キ リス ト教のような 「神の子」 と
,い う概念は否定されている。
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ス ラームを早 くか ら理解 させておけば,子 ど もたち もなぜ ムス リムが ク リスマスを祝

うのが不適切なのか,な ぜ贈 り物を交 換 しないのか わかると親 たちは断言す る。 しか

し,ヴ ァンクーヴ ァーの街並全部 がク リスマス のネオンやク リスマス ・ッ リーで飾 ら

れ,ク リスマス ・キャロルが流れ,カ ナダ人 の友 だちが贈 り物 の話で もちきりに なる

この季節 は,カ ナダで生活 するムス リムの子 どもた ちに とって,何 が しかの疎 外感 を

もたされる時で ある ことは,子 ど もたちと話 して みるとわか って くる。

　 Cuグ ル ープのエジプ ト人 ムス リムは,ク リスマ スについてTrグ ル ープほど厳格

に考えて いない。彼 らに とって は,ク リスマスは宗教 的意義を もつ もので はな く,家

族 や友人 と過 ごす公休 日で しかない。

D・S夫 妻は,2組 の エジプ ト人 ムス リム家族 と七面鳥の ディナーを催 した。M・Y夫

妻,SZ夫 妻 も同様の ディナーを友人,家 族 と催 した。　D・S夫 妻の家に は一一eeのカ ナ

ダ人 の家庭 と異 な り,ク リスマ スら しい様子は全 くない。 レースを ドアに飾 った り,

居 間 にク リスマ ス ・ッ リーを立てて もいない。贈 り物の交換 も しない。

一方M・Y夫 妻の家 のように
,ド アのまわ りにぴかぴか光 る電気飾 りを はりめ ぐら

せて,一 般 のカナダ人 ク リスチ ャンと同様 に一見 ク リスマ ス風 に して いる者 もいる。

「近所つ き合 いだ」 と割 り切 って いる。子 どもたち も,こ の飾 りで多少,安 心感 を も

つ とい う。

　 Cuグ ル ープの親 たちも,ム ス リムの信仰 がキ リス ト教 とど う違 うかを子 ど もたち

に説 明 して いるが,贈 り物 をど うす るかについて ははっ きりして いない。贈 り物 の交

換 その ものは,エ ジプ トを含 め,ア ラブ文化の 中で,肯 定的 に考え られ るものだか ら

で ある。DS夫 妻 のよ うに,七 面鳥 のディナーを友人同士で楽 しむが,贈 り物 は一切

しない と決めている家族 もあ るが,M・Y夫 妻 は,ク リスチ ャンの友人 には贈 り物を

する ことに している。SZ夫 妻 は,ク リスマスだか らで はな く,「1年 の終わ りを祝

うため」に子ど もた ちに贈 り物をする。 これによ って,子 ど もたちはク リスチ ャンの

子 が楽 しみに して い る経験 を奪 われて いると感 じな くて すむとい う判 断で あ る。

　 Cuグ ル ープの中に も,　Na・F夫 妻の ように,ム ス リムであ りなが ら,北 米 のク リ

スマ スの習 慣を ほとん ど全 部 と り入れて いる例 もあ る。 子 どもた ちが 幼 い頃には,

サ ンタ クロースが来 るとい う話 を し,靴 下にお もち ゃやゲ ームなどの小 さい贈 り物 を

入れ,「 サ ンタ クロースか ら」 もらった ものだと言 って いた。 子 ど もた ちも大 き くな

ったので(Moは14才,　 Omは10才),今 で はムス リム として 「ク リスマスは本 当は

自分 たちの祝 日で はない」 ことを理解 してい る。 しか し,子 どもた ちは今で も贈 り物

を もらって お り,キ リス ト教徒の友人 との贈 り物のや りとりも してい る。Na夫 妻 は,
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「カナダ社会へのスム ーズな同化 と,良 きムス リムであ ることとは矛盾 しない。 イエ

スは,イ ス ラームにおいて も,尊 敬 すべき預言者 の1人 であ り,ク リスチ ャンた ちと

同様に祝 うことは,何 らさ しつかえ ない」 と言 う。Abと そのチ ェコス ロバ キア人 の

妻Hも ク リスマス ・ッ リーを飾 り,子 どもたちに贈 り物を してい る。 これは子 ど もた

ちの,「 ク リスマスにはムス リムであ るよりもク リスチ ャンでいたい」 とい う気持を

くんで対応 した ものだとい う。Hの チェコス ロバ キア人の妻 も,そ の娘 の夫 にな った

イギ リス系カナダ人 も,ム ス リムに改宗 して いるが,ク リスマスの飾 りは,小 さい頃

か らの生活習慣 と して,な いとさび しい気がす るとい う。H家 での ク リスマスには,

そ うい う背景 も存在す る。Ahの スイス人 の妻Doは,子 どもた ちをムス リム として

育てて はい るが,ク リスマス ・ッ リーを飾 り,サ ンタクロースか らの贈 り物を与えて

いる。Ahは,息 子が ク リスマス ・キャロルや讃美歌 を うたってい るのを聞 くと,息

子 にア ッラーだ けが唯一の神 であ ると念を押 すとい う。

　 いずれに しろ,Cuグ ル ープの人 々にとっての ク リスマスは 主に社交の機会であ っ

て,宗 教的 な意味合いは強 くない。彼 らは,自 らの信仰 をそこな うことな くカナダの

慣 習に従 おうと してい る。Trグ ル ープのよ うに深刻 に考えず,き わ めて軽 くつ き合

いの一種であ ると うけながそ うとい うもので,こ の 日にキ リス ト教徒の ような強い感

動や伝統 の感覚 は もたない。12月 の初 めに,MがDに 電話 して ク リスマ スは何 日だ っ

たかと尋ねた。Mの 姪の新婚の夫が最近カ ソ リックか らイスラームに改宗 したばか り

で,ク リスマス ・デ ィナーを期待 しているよ うだか らとい う。Dも ク リスマ スが何 日

なのか は っきりしないので,筆 者に確認の電話 をよ こした。 このよ うなことは,一 般

のカナダ人 には,も ちろん めったにない ことであ る。

　多 くのエ ジプ ト人 ムス リムの親 は,子 どもた ちがイス ラームを充分理解 しない うち

に,ク リスマ スの楽 しさだ けにひかれてい くことを懸念 して いる。Abの よ うに,子

どもたちがク リスチ ャンの子 どもが楽 しむ行事を とり逃 すのを心配 し,他 方ではAh

の よ うに,子 ど もたちの希望 に合わせたために キ リス ト教に強 くひかれる ことを恐 れ

てい る。

　 これに対応 するため,ヴ ァンクーヴ ァーではNFECSが,子 ど もパ ーテ ィーを毎年

クリスマ ス と新年 の間 に催 してい る。 これに出席 する人たちは,誰 もこの行事を 「ク

リスマ ス ・パ ーテ ィー」 とは呼ばない。 これは年末 のパーテ ィーとみなされ,交 際を

深めるたあの集 りとい う他に意味 はない とい う。1986年 に は,15組 の夫婦 と35人 の子

どもが,ブ リテ ィッシュ ・コロ ンビア大学の インターナ ショナル ・ハ ウスで開催 され

たパーテ ィーに出席 した。 デ ィナーのあ と,ア ラビア語 で短 い寸劇 がおこなわれ た。
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カ ラテの実演 や,2人 の子 どもの連弾す るピア ノ演奏 など もあ った。最後 に子 ど もた

ちは,演 技 をお こな ったステージの上にあが り,ク レヨンの箱 や,お もちゃの ネ ック

レスや,プ ラステ ィックの絵画用板な どの贈 り物を もらった。親 た ちは劇の計画 と実

行 に協力 し,贈 り物の用意を した。 このパーテ ィーをア レンジしたのは,NFECSの

実行 委員会で ある。

　 たて まえ は,ク リスマス ・パ ーテ ィーではないが,日 取 りも子 ど もたちに贈 り物を

するの もク リスマスを意識 してい ることが うかがえる。サ ンタ クロース とク リスマス

の飾 りつけがないだけであ る。 このパ ーテ ィーは,明 らかにク リスチ ャンの友人の お

祝 いに参加で きない子 どもた ちに代 償を与 えるための ものであ り,さ きに述べたAh

の子 ど もたちの ような状況を防 ぐひ とつの手段 とな って いる。 こ うしたパ ーテ ィーに

は宗教 的ニュアンス はな く,イ ス ラームの信仰 に反 して もいないことが,く りかえ し

強調 され る。 これ らは,.非 イス ラーム的環境 への対応例 のひ とつであ り,子 どもた ち

が,自 分で イス ラームの良い点を評価 で きるよ うになるまで は,キ リス ト教をイス ラ

ームよ りも良 いもの とみなすのを防 ぐための方策 とな って いると考え られ る
。

2.　 イ ス ラー ムへ の 関 心

　 ク リスマスの ように,西 欧 キ リス ト教 的環境 の中で暮す エジプ ト人 ムス リムた ちが,

ど うして も直面せ ざるを得ない ものや,ム ス リムの義務 と してな さねばな らない断食,

礼 拝 などに,ど う対拠 してい るかにつ いて述べ たが,そ うい った必然的にお こって く

る問題以外の場で は,ヴ ァンクーヴ ァーのエジプ ト人ムス リムが,イ ス ラーム とどの

よ うに関わ ってい るかについて,言 及 して お きた い。

　 1)　 コー ラン勉 強会

　第3章 で もふれ たが,カ ナダへ来 てか らイス ラームに疑問を もった り,イ ス ラーム

を よ りよ く知 りた くな って,エ ジプ ト人 同士が何人か集ま り,勉 強会をひ ら くよ うに

なってい る。

　 エジプ ト人だ けが個人の家に集ま り,コ ー ランの勉強を週に1回,金 曜 日または土

曜 日の夜にお こな ってい るのは,ヴ ァンクーヴ ァーだけで5カ 所 になる。 しか し,コ

ーランの勉強に関 して は,エ ジプ ト人 だけの集 りよ り,他 のムス リム とい っしょにす

る方が よい とい う風潮があ る。 トリニダ ッ トドバ ゴ出身の黒人ムス リム0の 家で毎月

1回 ひ らかれ る勉強会に出席 してい るエ ジプ ト人 は,毎 回男性だ けで20人 近 くになる。

ここには,イ ラン人,ユ ーゴス ラビア人,ト リニダ ッド人,エ ジプ ト人 が集 ま って い

る。0は,の ちに述べ るRashad　 Khari飴 の信奉者で あ り,　Rashadを か こむ会 をひ

876



片倉　 異文化環境のアラブムスリム

らいた こともあ った。

　 コー ラン勉強会 は,男 女別々でなされているのが特徴的で,女 性の勉強会 はモス ク

でひ らかれてい る ものが最 も熱心であ る。

　 リッチモ ン ドの大モス クでひ らかれてい るコー ラン勉 強会 をと りしきってい る リー

ダーは西 イ ン ド諸島 出身 の女性で,メ ンバーは,パ キスタ ン人(う ち老女2人 が レギ

ュラーメ ンバ ー,時 々若 い女性 が ウル ドゥー語 に訳 してや っている),フ ィジー人,

エ ジプ ト人,モ ロ ッコ人,チ ェコ人(夫 がパ キスタ ン人),ユ ーゴス ラビア人であ る。

年輩 の女性 が多 い。 リーダ ーは黒のヴ ェール,紺 の長服 とい うイス ラーム ・ス タイル

で,他 のメ ンバ ー もヴェール,長 服姿が多い。 しか し,は でな色づか いの洋服 の人 も

おり,ヴ ェール のかぶ りかた もい ろい ろで,強 制 されてい るわけではない。 チェコ人

の女性は,ズ ボ ン,セ ーター,ベ レー帽や,と きには ミニスカー トとい う純西 欧的服

装であ るが,誰 もとがめない。

　会 の内容 は,リ ーダーが英語でハ ディースを読み,そ れについて全員で ディス カ ッ

シ ョンをす るとい うもので,預 言者の妻ア ーイシャの言行 や,歴 史家 タバ リーの名 な

ども出て くる。身近 な問題 もと りあ げ られ る。 た とえば,「 かつ らはいけない」 と リ

ーダ ーの女性 が言 った ことにつ いて,「 かつ
.らは,ご まか し(deceit)に な るか らだ」

「リボンをつけ るのはよい,は っ きりわか るか ら,ご まか した ことにはな らない」「髪

を染め るのは,ハ デ ィースの中で アーイ シャが認めてい る。ただ し,ヘ ンナ とカ ッタ

ン(イ エ メン産の植 物)だ けで染 め るべ きで ある,老 人が 白髪を黒 く染め るのはいけ

ない,若 い者 はよい」な どとい うことが話 し合われ る。

　 この勉強会 はたいへんオープ ンで,ト ランス ナ ショナルな ものであ った。筆者 が初

めて訪れた とき,お ず おず と入 ってい くと,ハ デ ィースを読んでいた リーダー格 の女

性 は,``Come　 on,　join　us"と 言 っただけで,そ のまま 中断せずに続 け られた。 しば

らくしてか ら,隣 のパ キスタ ンの女性 に,名 前 と紹介者 を きかれ たが,ど こか ら来 た

とも,国 籍 は何か ともきかれなか った。

　 2)Rashad事 件

ア メ リカ 在 住 の エ ジ プ ト出 身 の ム ス リム で あ るRashad　 Kharifaが コ ー ラ ンに つ い て

お こ な っ た 講 演 を め ぐ っ て,ヴ ァ ン ク ー ヴ ァ ー の ム ス リ ム の 間 で 激 し い 論 争 が 起 き る

事 件 が あ っ た 。Rashadと は,ア リ ゾ ナ 州 ツ ー ソ ン の モ ス ク の イ マ ー ム で,　 Ph・D・

を も ち,い くつ か の 著 作 の あ る 人 物 で あ る 。 彼 が1982年 に 出 版 し た(luran,　 Hadith,

and　lslamと,(luran:Visual　 Presentation　 of　the　Miracleは,ム ス リ ム に と っ て セ ン セ

ー シ ョナ ル な 話 題 の 本 で あ っ た
。 ハ デ ィ ー ス,ス ン ナ は 信 じ る 必 要 が な い,コ ー ラ ン
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だ けが根本だ と主張 していた もので,多 くの ムス リムか ら大 反発 を うけた。

　 1984年 に エ ジプ ト人M.Khが 中心 にな って,こ のRashadを ヴ ァンクーヴ ァーに

よんだ。Rashadは,ヴ ァンクーヴ ァーの コ ミュニテ ィ ・セ ンターで講演 をお こな っ

た。講演会には,Rashadに 対 し反対意見を述べ るため,サ ウデ ィア ラビアのイマ ー

ムが来ていたのだが,Rashadの 講 演が終わ る前 に,聴 衆 の間でRashadに 反 対す る

人 々が,激 しい論 争を起 して,講 演会を 中断 して しま った。 この反 対派の うち最 も激

しか ったのはエジプ ト人で,な かで もAs,　 Cuグ ル ープか らTrグ ル ープに転向 した

者 た ちであ った。椅子 をもちあげ,投 げつけよ うとするよ うな暴力 的な行為 もあ った

た め,警 察をよぶ騒ぎにまで発展 した。

　 Rashadの 主 張 について,筆 者が意見を きいたエ ジプ ト人 ムス リムの多数 は,暴 力

はまずか ったが,Rashadは ま ちが ってい ると強い語調 で話 した。 その中に は,工 学

博士の学位を もっているSの ように,高 度の インテ リも多か ったが,彼 らの意見 は,

Rashadの 説 はムハ ンマ ドを否定 する もので あ り,最 終 的には,ム ハ ンマ ドが啓示 を

うけた コー ランを も否定 する方向 にむか う危 険性があ るとい うもので あ った。

　 一方,明 確で納得で きる説 だと して,Rashadに ひそかに賛同す る人 々も,主 にCu

グル ープの中に何人か いた。 しか し,こ うい う意見 は少数派であ り,筆 者がRashad

の 本 を もっているかど うか と尋ね ると,本 棚のど こか にあるか もしれ ないけれ ど も,

他 の人に言 って ほし くない,と い う答えが返 って きた。

　 いずれに しろ,Rashad事 件 に無関心なエ ジプ ト人 ムス リムは,　 Asグ ル ープの者

を除いては,ほ とん どいなか った。 「これ はムス リムを仲 間割 れ させ よ うとい う陰謀

だ,Rashadは 金 を もらってこ うい う本を 出版 したのだ」 と語 る者 もいた。

　 3)　 イ ス ラ ー ム 関 係 刊 行 物

　 Rashad事 件 に も み られ る よ う に,ヴ ァ ン ク ー ヴ ァ ー の エ ジ プ ト人 ム ス リ ム の 多 く

は,イ ス ラ ー ム 関 係 の 刊 行 物 に 強 い 関 心 を も っ て い る。

　 Cu,　 Trグ ル ー プ の ム ス リム が 読 ん で い る書 籍 を 調 べ て み る と,イ ス ラ ー ム を テ ー マ

に した も の が,よ く読 ま れ て い る こ と が わ か る 。 彼 ら の 間 で,最 も よ く読 ま れ て い る

本 に は,次 の よ う な も の が あ る。

　 預 言 者 ム ハ ン マ ドの 問 題 を と りあ つ か っ た,Gamal　 A.　BadawiのMuhammad's

Prophethood-An　 Analytical　 View-,　 Thc　 Muslim　 Studcnts'Aq.　 sociation　 of　the　 U.S.

＆Canada,1973お よ び,　Mahammad　 in　the.Bible,　 Islamic　 lnf()rmation　 Foundation

Canada,1982。
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　 Muhammad(}utbの,　 Islam,　 The　 Misunderstood　 Religion,　 Ministry　 of　Auqaf＆

Islamic　 Affairs,　 Kuwait,1967。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、

　 Roulon　 S.　Howells,　 An　 American'∫23(Zuestions　 on　Islam　 with　 a　Mttslim's.Anstoers

to　them,　 An　 Bureau　 of　Religious　 Affairs　 Publication　 Series　 No.53,1981。

　 Maryam　 Jameelah47)のIs　 westem　 Civilization　 universal?,　 Muhammad　 Yusuf

Khan＆Sons,　 Pakistan,1977,お よ びThe　 Resurgence　 of　lslam　 and　 our　Liberatien

from　 the　Colonial　 Yoke,　 Muhammad　 Yusuf　 Khan＆Sons,　 Pakistan,1980な ど で

あ る 。

　 こ れ ら を 読 ん で い る エ ジ プ ト人 ム ス リム は,エ ジ プ ト本 国 に い た ら,お そ ら く,こ

う い う本 は 読 ん で い な か っ た だ ろ う と い う。 ム ス リ ム が マ ジ ョ リ テ ィ の と こ ろ で は,

イ ス ラ ー ム を 意 識 的 に 勉 強 す る こ と が な い 。 カ ナ ダ の よ う な 異 文 化 環 境 に 来 て,む し

ろ,し っか り した イ ス ラ ー ム 教 徒 に 成 長 した と い う。 た し か に,エ ジ プ トで 出 会 う一

般 の ム ス リ ム た ち よ り,イ ス ラ ー ム に つ い て 理 論 武 装 を し た 人 た ち が,ヴ ァ ン ク ー ヴ

ァ ー の エ ジ プ ト人 た ち の 中 に 多 い 。

　 イ ス ラ ー ム 関 係 の 定 期 刊 行 物 に つ い て は,Islamic Horizons,The　 Middle　 East,　 TheMinalet

,Impactな ど が ヴ ァ ン ク ー ヴ ァ ー の エ ジ プ ト人 の 間 で 読 ま れ て お り,そ の う

ち,Islamic　 Horizonsが と くに 読 ま れ て い る[片 倉 　 1988a:715]。 こ れ は 北 米 イ ス ラ

ー ム 協 会 が 出 版 して い る 雑 誌 で
,筆 者 の イ ン フ ォ ー マ ン トの う ち21人 が 定 期 購 読 し て

い る ほ か,ヴ ァ ン ク ー ヴ ァ ー の コ ミ ュ ニ テ ィ ・セ ン タ ー に も お か れ て い る。 エ ジ プ ト

で 発 行 さ れ て い るAhalamな ど の ア ラ ビ ア 語 新 聞 や 雑 誌 も,ジ ャ ッ ク の 店 で 購 入 す る

こ と が で き る ほ か,エ ジ プ ト本 国 に 一 時 帰 国 し た と き に も ち 帰 る な ど して,読 ま れ て

い る 。

　 ヴ ァ ン ク ー ヴ ァー に は,イ ス ラ ー ム 関 係 書 籍 の 専 門 店 が 一軒 あ る 。(図1参 照)。

「頭 に か ぶ り も の を し て い な い こ と を 批 判 さ れ そ う だ か ら 」 と 言 っ て,行 き た が ら な

いCuグ ル ー プ の ム ス リム 女 性 も い た が,ヴ ァ ン ク ー ヴ ァ ー の ム ス リム の 中 で は 最 も

イ ンテ リで あ る エ ジ プ ト人 の 出 入 り が 一 番 多 い と,店 主 の パ キ ス タ ン人 が 話 して い た 。

4)riba'一 利子 ・抵 当の問題

　イス ラームでは,利 子 をとることは禁止 されてい る。 これは,富 が一か所にス トッ

クされ るよ りも,た えず循環 し,活 用 され るのが良い とい うイス ラームの考え方に よ

る。労せず して得 られる利益 は,他 人を搾取す ることに通 じ,イ ス ラームの基本精神

47)も とはMargaret　 Marcusと い うアメリカ名をもつ,ニ ューヨーク生まれの ドイツ系ユダヤ

　人4世 である。ニューヨーク大学卒業後,ム スリムになったという。
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に反す るもの と考え られてい るので ある。

　 エジプ トを含 めた イス ラーム諸 国では,近 年,イ スラームが再評価 されるよ うにな

って きたのにともない,損 益分担方式 などを利用 した無利子銀 行48)の 開 設が,各 地で

み られ るよ うに なって きてい る。 イス ラーム諸 国だ けでな く,ヨ ー ロッパ や,ニ ュー

ヨークなどにも,無 利子銀行 が存在 している。 カナダで も,ト ロン トにcooperatlve

方 式 のイスラーム銀行がで きてい る。

　 ヴ ァンクーヴ ァーのBCMAの 会 合で,こ の問題 が もち出され ることも,し ば しば

あ る。 カナダ社会で,経 済的に成功 してい くためには,利 子つ きの西欧銀行を利用す

るのは仕方 のない ことだ とい う人 もい るが,一 方,Cu,　 Trグ ル ープには,イ ス ラーム

的良心 に悩 む人 も多 い。た とえば,寡 を購入 したいが,利 子つ きの借入金でなければ

購入で きない事態 に直面 し,結 局購入をあ きらあ,賃 貸家屋 の住居に住む ことに した

M・Y夫 妻の例 もあ る。M・Yは,2人 と もカイ ロ大 学工学部出身 のインテ リ技術者で

あ る。SM夫 妻 のように,親 や友人 か ら無利子で借金を した とい う例 もあ る。

　 ヴ ァンクーヴ ァーのエジプ ト人 のかな りの人た ちは,カ ナダの普通有利子銀行 に預

金 してい るが,利 子分 は全部ザ カー トにまわす ことに よって,こ の問題 を解 決 して い

るとい う人 たち も,被 調査者 の うち11人 いた。Trグ ループの者 たちは,い ずれ ヴ ァ

ンクーヴ ァーに も,ト ロン トのよ うに,イ ス ラーム無利子銀行 が設 立されるべ きだ と

主張 してい るが,今 の ところ実現 の動 きはみ られない。

　 Cu,　Trグ ル ープの人 々は,カ ナダ の銀行に預金す ることは最低限 に し,で きるだ

け株式投 資にまわ して いるという。株式投資は,イ ス ラーム経済 の考え方 にそった も

のだと考え られてい るか らであ る。Asグ ル ープの人 々は,イ ス ラームの無利子概念 に

全 く頓着せず,一 般のカナダ人 と同様 な経済生活を してい る。 「預言者 ムハ ンマ ドは,

高 利を禁止 したのであ って,利 子を禁止 したのではない」 とか,「 イス ラーム諸 国が

経済的に立 ちお くれてい るのは,こ ういう問題 と関わ っているか らだ」 と もい うρ

　 5)　 イスラーム化現象

　 これ までみて きた ように,ヴ ァンクーヴ ァーの エジプ ト人ムス リムは,非 イス ラー

ム的環境 の中で,ム ス リムと しての 自覚 を もち,イ スラーム的生活様式を保持 しよ う

と して いる。 その中には,ム ス リムがマ ジョリテ ィのと ころにいた時よ り,ム ス リム

がマイノ リティであ るカナダに来 てか ら,む しろ,よ けいにイス ラーム的になったと

い う現象 が,か な りみられ る。エ ジプ トにいたと きには飲酒 していたのに,カ ナダへ

来 てか ら飲 まな くな った者,か つて は していなか った断食 や礼拝をす るよ うにな った

48)無 利子銀行については,[石 田　 1987;125-142]参 照。
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者 な どの例 は,こ れ まで にとりあげた。 それ以外 に も,日 常 的に,さ まざまな例がみ

られ る。

　 エジプ ト人女医 の1人 は,カ ナダ に移 民入国す る時は,西 欧的洋服で,ミ ニス カー

トに近 い服装であ ったが,最 近 は,長 袖,長 衣の服装 を し,頭 か らヴ ェール をかぶ る

よ うにな ったとい う。 エジプ ト本国 に里帰 りした ら,カ イ ロ大学 やアイ ンシャムス大

学 の女子学生が みなヴ ェールをかぶ るよ うにな っていたが,自 分 は彼女た ちよ りも前

か らカナダにいて,ヴ ェールをかぶ りは じめたのだとい う。ふ だん,西 欧風の服装を

して いるエジプ ト人女性 は,数 の上 では多い(As,　 Cuグ ル ープのほとん ど全員)が,

Trグ ル ープの女性がヴ ェール をかぶ ってい るのをみて,本 当はムス リム女性 はみな

そうす るべ きなのだ と言い,自 分がかぶ って いない ことを恥 ずか しく思 ってい る女性

たち も,意 外に多数であ る。

　男性 ムス リムた ちは,モ ダ ンなアタ ッシュ ・ケースの中に,ビ ジネス用の書類 と共

に コーランを入れ,も ち歩いてい る者 も多い。私企業 の社長Huは,ヴ ォランティア

でマ ーズーンもや ってい るため,オ フィス用 のか ばん とマ ーズーン用のかばんの両方

に コーランを入 れて い る。車 の中に も小 さなコーランを そなえ,人 気のあ る読講者の

コーラン,ア ザ ーンやフ トゥバ49》のカセ ッ トをそなえつ け,友 人 と交換 しあ ってい る

者 もいる。 その 中に は,Cu,　 Trグ ル ープの者 ばか りでな く,ふ だん イス ラーム的行

動を とっていないAsグ ループの者 も含 まれて いる。 ヴ ァンクーヴ ァーのエ ジプ ト人

写 真13　 ビ ジネ ス用 ア タ ッシ ュ ・ケ ー スの 中 に もコ ー ラ ンが,常 時 は い って い る

49)金 曜 日の午後の集団礼拝や,イ ードの礼拝に先立っておこなわれる説教。
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の間では,最 近 エ ジプ トで人気 のあ る読請者の ものよ りも,1930年 代 に亡 くな った シ

ャイフ ・ムハ ンマ ド ・ラファアイのよ うな,昔 の コーラン読論者の方が人気があ る。

しか し,エ ジプ トへ里帰 りして,最 近 はや って いるコーラン読調者の ものを もち帰 る

と,話 題にな り,貸 して ほしい とい う申込 みが殺到す るとい う。

　死後 の世界 につ いて話題にす る者 も増 えて きて いる。Trグ ルー プの者 だけでな く,

神 は信 じるが,コ ー ランは人間 が書いた もの と考えているよ うなAsグ ル ープの エジ

プ ト人 ムス リムで も,天 国 と地獄 につ いての話題をひんぱんに もち出す。 「ムハ ンマ

ドにと りな して も らって天 国に行 きたい。 そのためには,断 食 や礼拝を もっと真面 目

にせ ねば一」 などと言 う。 カナダへ移民 したエ ジプ ト人 ムス リムが全体 に加齢 し,死

後の世界 への関心 を もち出 したと考え られ る側 面 もあ る。 しか し,そ うした問題 につ

いて関心 を もつ のは年輩 の者ばか りで はない。言 語学の修士 や工学士 の資格 を もつ若

いイ ンテ リ女性が,最 後 の審判 の日につ いて,真 剣に話 してい る姿 もあ った。

　 顕在す る行 動様式 にはあ らわれずと も,潜 在的につねに イス ラームを気 に してい る

らしい者 も,多 く見 出 された。共産圏 出身 の女性 と結婚 し,今 は断食 も礼拝 もしてい

ないけれ ども,死 ぬまでにはいつか,「properな ムス リム」にな るつ もりだ,と つね

つね語 ってい るSiは,そ の一 例である。 子 どもの頃か らアザ ーンを きき,礼 拝 や断

食の おこなわれ る中で育 って きたのだか ら,カ ナダへ来て,カ ナダ人になろ うとして

も,イ ス ラー ムか ら簡単に離れ られない。週 に1回 教会へ行 くだ けであ り,年 に1度

ク リスマスの時に商業主義 とともに生活化されるだけのキ リス ト教 に比べ,イ ス ラー

ムは,き わめて 日常的な ものだか ら,と い うAsグ ル ープの者 たちもいる。

　 カナダに はモス クが少 ない し,ア ザー ンもきこえて こない し,金 曜 日に も仕 事があ

るので,エ ジプ トにいた時の ようにモス クにはいか な くなったが,神 について,も

っと考え るように なった。 コーラン以外の ものにぶつか り,キ リス ト教 の聖書やバハ

ーイ,シ ーア派 につ いて も勉強 し,イ ス ラームをよ り意識す るようになったとい う者

が多 い。

む す び

　調査 の成果 をまとめてみ ると,ヴ ァンクーヴ ァーのエ ジプ ト人 ムス リムについて,

次 のよ うな特徴 がみ られる ことが明 らか とな った。

1.　 エ ジプ ト人 ムス リムの3類 型

ヴ ァンクーヴ ァーにおけ るエ ジプ ト人 ムス リムは,異 文化環境への対応の仕方 に も
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とづ き,①Asグ ル ープ(同 化型,西 欧主義型),②Cuグ ル ープ(文 化主張型,エ ジ

プ ト主 義型)③Trグ ル ープ(ト ランスナ ショナル型,イ ス ラーム普遍主 義型)の3

つ の類型 に分 け られ る。

　 Asグ ル ープは,カ ナダ社会への同化要 求が強 く,自 分のエ ジプ ト的,ム ス リム的

要素 を抹殺 しよ うとす る人た ちであ る。エ ジプ ト人 である とか,ム ス リムであ るとか

い うアイデ ンテ ィテ ィをすて 「カナダ人化」 して い く。彼 らは,出 身国を きかれ るこ

とさえ好 まない。親か ら命名 されたエ ジプ ト名,ム ス リム名を改名 して,英 語化 した

りす る50)。 英 仏系のカナダ人 との交際を好 み,エ ジプ ト人同士 の交際は濃厚 すぎると

考えて いる。 ムス リムであ って も禁酒せず,イ ス ラームで は禁止 されて いる豚 肉やハ

ラール 肉な どの食物を食べ る者 もい る。 食 べない者 は,宗 教 的理由か らで な く,「 食

わず ぎ らい」だ とい う。断食 や礼拝 な どのイス ラーム的行動 をとらず,一 般の カナダ

人 と同様に ク リスマスやイースターなどの祝 いに も迎合す る。利子の禁 止な どの,イ

ス ラームのお きてに も無 関心 である。 こうい ったエ ジプ ト人 は,被 調査者全体 の25%

ほ どを占める。 しか し,か らだに しみつ いて しま ってい るイス ラームを,彼 らとて否

定はで きない。 カナダへ来て,カ ナダ人に なろうとして も,イ ス ラームか ら簡単 に離

れ られない。 キ リス ト教 に比べ,イ スラームはきわめて 日常的な生活体系 だか らと,

彼 ら自身が認めている。 自 らのカナダ人 と しての アイデンテ ィテ ィ確立のため,努 力

す るわ りには,カ ナダ人 にな りきれなか った り,自 分 はカナダ人のつ もりで あ って も,

英 仏系 カナダ人 か ら,差 別 されて いることを感 じる者 もい る。そ うい う不安定感 を も

つ者 の 中には,Cuグ ル ープをとび こして,い っきょに,　 Trグ ル ープへ移行 して し

ま う例 もみ られた。

　 Cuグ ル ープは,エ ジプ ト人 と してのアイデ ンテ ィテ ィを もつ人 々であ る。 カナダ

社会 への同化 も考慮 して生活 しつつ,エ ジプ ト本国の文化を中心 としたア ラブの伝統

文化 を保持 しよ うとす る ものであ った。ヴ ァンクーヴ ァーのエ ジプ ト人 に最 も多 いの

は このグル ープで,全 体 の約45%を 占め る。大 部分がNFECSの メ ンバ ーで ある。彼

らは,自 分 たちの伝統文化 の重要部分 と しての イス ラームを重視 し,カ ナダ的環境 の

中で生活 しつ つ,イ ス ラーム的生活様式を保 ってい る。子 ど もをヴ ァンクーヴ ァーの

普通学校 にいれ,カ ナダ社会に おける子供の将来 を配慮 す る一方,先 にみ たように,

家 庭で,あ るい は課外特別学校でア ラビア語教育 をお こない,イ スラーム的価値観 と

行 動様式 を教えて いる。 アル コール類 は一 切 口にせず,Trグ ル ープほどハ ラールの解

50)た とえば,ム ハンマドはマイク,ア ッタはオットーとする[片 倉　 1988a:709]。 改名しな

　 いまでも,ム ハンマドという名はクリスチャンが嫌うという理由で,ム ーという通称を用いて

　 いる者もいる。
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釈 に厳格で はないが,な るべ く守ろ うと努力 している。 モスクへ はあま り行か ないが,

で きる範 囲で断食 や礼拝 を して いる。DやMな ど小 さな子 どもた ちのいる家庭 で もみ

られたよ うに,子 ど もたち も積極的 に断食や礼拝をお こな っていた。 ク リスマ スには

子 どもた ちがカナダ社会 で疎外感 を もたないよ うに,贈 り物やパ ーテ ィな どの配慮を

す る。

　 Trグ ル ープは,エ ジプ ト人 や ア ラブと して よ りも,ム ス リム と して の ア イデ ン

ティティを重視 す る人 々であ る。Cuグ ル ープ とは異 な り,イ ス ラームは文化で はな

く,国 籍 や民族 をこえる トランス ナシ ョナルなイデオ ロギーであると考え る。表面的

には,Asグ ル ープ と同様 に,各 々の出身国を否定す る51)。 エ ジプ ト人 同士 ばか りで

な く,モ ス クを中心 としたムス リム同士 のつ き合 いを大切に し,コ ーラン勉強会 を,

活 発にひ らいてい る。子 ど もにカナダのキ リス ト教的教育を うけ させ る ことを好 ま し

くない とし,リ ッチモ ン ド大 モスク附属の イス ラーム全 日制 学校 へ行 かせ る者が多 い。

Cuグ ル ープと同様 にアラビア語教育に熱心で あ るが,日 常 ア ラビア語 よ りもコー ラ

ンのア ラビア語 を教 えるべ きだと主張す る。礼拝や断食,禁 酒,ハ ラール 肉,利 子 の

禁止な どを厳格に守 っている。 もちろん ク リスマス などの キ リス ト教の祝 いは しない。

Rashad事 件 でみ られたよ うに,信 仰 に関わ りのあ る事件 には敏感 で,イ ス ラーム関

係 の出版物 をよ く読んで いる。Trグ ループは,全 体 の約30%を 占めてい る。

　 Trグ ループ の エジプ ト人 ムス リムの中に は,か つてAsグ ル ープに属 していたが,

ア イデ ンテ ィテ ィ ・ク ライ シスにおちいり,あ る日突然の ようにTrグ ル ープに移行

して,熱 心 なムス リムにな った者,本 国の父 と共 に巡 礼 に行 った ことを きっか けに

Trグ ループに移行 した者 も含 まれて いる。

　 第3章 でみた ように,Cuグ ル ープの 中には,エ ジプ トへの帰 国を望 む者 が多 く,

実 際 に帰 国 した者 もいる。Trグ ル ープの者 は,カ ナダ社会 において,ム ス リムと し

て生 きて い くことの困難 に悩み なが らも,地 球上ど こで も良 きムス リムと して生 きて

いけるという トランスナ シ ョナルな考え方を もってお り,ム ス リムがマジ ョリテ ィを

占めるエジプ トに戻 った者 はいない。彼 らは,た びたび里帰 りした りすることで不 満

を解消 してい る。

　 3グ ル ープの人 口構成 およびその移動の傾向を図にすると,下 記 の よ う に な る。

As,　Cuグ ル ープか ら転 向する者 がいること,イ ス ラーム化 現象 が広 ま りつ つある こと,

Trグ ル ープの者は,エ ジプ トへ も戻 らない し,転 向 もしないことか ら,増 加 の傾向

51)「 どちらの国からこられま したか」ときくと 「そんなことはどうでもよいことです。 みな同

　 じムス リムなのですよ」という返答がかえって くる[片 倉　 1988a:710-711]。
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にあ る。As,　Cuグ ル ープか らTrグ ループに移行 した者 は,　Rashad事 件 にみた よう

に過激派ムス リム,原 理主義者 になる傾向が強い。

　 同化型

　　25%

Asグ ル ープ

エジプ ト文化主張型

　　　 45%

　 Cuグ ル ープ

トランス ナシ ョナル型

　　　 30%

　 　Trグ ル ープ

エ ジプ トへ帰 りたい

　 この3グ ル ープは,ま った く個別に存在 してい るわけではな く,日 常生活 に しみこ

んで いるエジプ ト的,ア ラブ的,イ ス ラーム的な価値観[片 倉 　1985:203-217,1988b:

127-147]や,そ れ にもとつ く行動様式に集約 され る共通点 を もって いる。

　伝統 的ア ラブの作 る集団 の多 くと同様,ヴ ァンクーヴ ァーにおけるエジプ ト人 ムス

リムの コ ミュニテ ィも開放 的であ り,排 他的でない ことが観察 された。第1章 にみた

ように,NFECSに は,エ ジプ ト人で ない者 はもちろん,ア ラブムス リムでない者 も,

同 じように顔 を出 し,筆 者 のよ うな 日本人 も,す ん な りと会員 に して くれ るような雰

囲気 があ った。 コー ラン勉 強会の よ うな,小 さな集 りに おいて も同様であ った。

　第3章 で述べ たよ うに,エ ジプ ト人 同士 の交際が最 もさかんであ り,ひ ん ぱん な訪

問,家 族単位 のつ き合 い,「 ジヤー ラ」 のよ うに,エ ジプ ト本 国で み られ るの と同様

な習慣がカナダにおいて も続 いて い る。困 って いる者や,弱 者に対す る配慮 も,カ ナ

ダ社会一般 にな されて いるよりもはるかに強い。本 国の親族 との結 びつ きが強い こと

も,共 通 の特徴 と して あげ られ る。

　 エジプ ト特有の食物や飲 物 への好 み も,共 通 してい るものの ひとつであ る。 共 働

きの忙 しい家庭 も含 めて,ど の家庭で も,伝 統的 なエジプ トの食事を,一 家で かこむ

風景 がみ られ る。食事 はなるべ く家 中が そろって食べ るとい うア ラブの習慣 も,そ の

まま存続 してい る。若 い世代 も,両 親 とそろ って食べ るエジプ ト料理に,西 欧的食物

に対 して と同様 の愛着 と嗜好 を もって いる。 ヴ ァンクーヴ ァーの イス ラーム食料品店

に1は中東か ら直輸入 され る冷凍食品や乾燥食 品を含 め,エ ジプ ト食 が全部 そろってい

る。

　 このよ うな文化 的共通性の点か ら観察す ると,As,　 Cu,　Trグ ル ープは,同 じ民族集

団 に属す るといえ るだ ろう。 しか し,す でにみて きたよ うに,イ ス ラームを軸 とす る

彼 らのカナダ社会 への対応の仕方 には,大 きな相違点 が観察 されたのであ る。
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2.　 イ ス ラー ム的生 活様式 の 強化

　 イス ラーム教徒 が多数 を占め,ム ス リムであ ることはむ しろ当然で あるエジプ トか

ら,地 理 的に も文化 的にも,最 も遠 いといえ るカナダに移 民 して きたエジプ ト人た ち

は,イ ス ラームか ら解放 されよ うとしてやって来 たので はないか,そ うではな くとも,

結 果的にはイス ラームか ら離れて しまい,カ ナダ的西欧社会 の 中に組 み こまれて しま

うのではないかと,予 想 された。 しか し,本 稿 で明 らかになったように,む しろ逆

の現象 がみ られたので ある。す なわ ち,イ ス ラーム的生活様式 が強化 され,全 般 にイ

ス ラーム化 現象 が起 こって いるので ある。第5章 で詳細にみたよ うに,カ ナダへ来て

か ら禁酒 をは じめた者 たち,礼 拝や断食をす るよ うにな った人 々,ヴ ェール をか ぶる

よ うにな った女性,礼 拝 を1日5回 するように なった インテ リ男女 た ちな どの例があ

る。Asグ ル ープの者 たちの中にさえ,今 はまだ イス ラーム的行動を とっていない け

れ ども,潜 在的にはイス ラームをつねに気 に して いる者 も見 うけられ た。

　 こうい った現象には,い くつかの理由が考え られ る。 ひとつ は,異 文化環境の 中で,

自 己同定への希 求が強まる ことがあげ られ る。 エジプ ト本国では,エ ジプ ト人で あ る

ことや,ム ス リムで あるとい う,と くに強い 自覚 はもっていなか ったが,自 分 は西欧

人 とは異 な っているのだとい う意識を はっきりもつよ うにな った者 が多 い。 ムス リム

やア ラブへの差別 や偏見 が未 だに残 るカナダ人社会の 中で,疎 外 されてい ると感 じる

ことか ら,イ ス ラームへの傾斜 を強 くす る現象 もみ られ る。

　 イス ラーム信仰 の内面化,個 人化の問題 とい う要 因 も考え られ る。 「集団イス ラー

ム」 か ら 「個人 イス ラーム」[片 倉　 1988a:684-685]へ の 移 行,あ るいは,「 個人

イス ラーム」の顕在化 とい うことで ある。 エジプ トで は,ム ス リムはマ ジョリテ ィで

あ り,集 団の一員 としてのムス リムで あったのが,カ ナダ的異文化環境 の中で は,個

人 ムス リムと しての様相 が強 くなって くる。神 と自分 との対 峙 とい う面 がよ り強まる

ので ある。本文 中で みたように,Asグ ル ープの ムス リムが飲酒 していて も,ま わ りに

いるカナダ人 は もちろん,他 のエジプ ト人 ムス リムか ら批判 され ることもない。家族

の中で も,そ れぞれの生活 にあわせて,個 別的に礼拝をす るケースが多い。 エジプ ト

本 国時代,モ スクに行 き集 団の中で礼拝 して いる時に はむ しろ意識 しなか ったイス ラ

ームについて
,意 識す るよ うにな ったといわれ る。 エジプ トで は,ま ず集団の一員 と

してムス リムであ ったのに対 し,カ ナダで は,ま ずその個人が どれだけムス リムであ

るかが問題 にな る。個人の内面にあるイスラームが顕在化 し,コ ー ラン勉 強会 にみ ら

れたよ うな個人的,自 発的なイス ラームへの接近が なされ るよ うにな っている。
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　ヴ ァンクーヴ ァーにおけるエジプ ト人の イス ラーム化現象 につ いて,「 年 のせ いだ」

と説 明するエジプ ト人 ムス リムもtいる。働 きざか りに移民 して か ら,異 国の地で加齢

す るにつれて,精 神 的なよ りどころを イス ラームに求 める傾向が強 くな ることは,確

か に認め られ る。死 後の世界の ことに興 味を もち,そ ろそろ天国へい く準備 を してお

かね ばと考え る年齢層が増えて来 ているとい う事 実もあ る。 しか し,カ ナダ育 ちの若

い世代の者 た ちの間に も,イ ス ラームへ の強 い傾斜がみ られ るのは,第4章,第5章

で みた通 りであ る。

　 この現象 は,近 年,地 球上の各地で み られ る,非 イスラーム圏の イス ラーム化現象

のひとつの事例 と してみ ることもで きる。 イギ リスや アメ リカの都市に多数のモス ク

がたて られ,デ ンマ ークやオース トリアなどで もムス リムへ の改宗が増えてい る。 イ

ス ラームが西欧で も第2の 宗教 とな りつつあ る。カナダ も,例 外ではない。本稿第2

章 で みたよ うに,大 ヴ ァンクーヴ ァーだけで も合計5つ のモスクが建設 され,そ の他

のイスラーム的施設 も整備 されつつあ る。 西欧文明のい きづ ま りが自覚 され るなかで,

イ ス ラームの もつ トランスナ シ ョナ リズム,都 市性,科 学 的合理性 などの性格 が,見

なお されて きて いるといえ よう。

　 世界史 上,最 も早 く都市化が進んだ地域で生 まれたのがイス ラームであ り,イ ス ラ

ームが,都 市 の宗教で ある ことは,今 や定説に なってい る。 「イス ラーム世界」 は,

ムス リム と同義語 ではな く,そ こにはユダ ヤ教徒,キ リス ト教徒,仏 教徒をは じめ,

さま ざまな人 た ちを含 み,そ れ らの人 々と共存 してい くシステム こそがイス ラームだ

とされ る。考 え方 を異 にす るもの 同士が各 々の考え方をそのまま保持 しつつ,し か も

互いに共存 してい く関係 は,カ ナダ有数 の都市であ るヴ ァンクーヴ ァーに居 住す るエ

ジプ ト人ムス リムた ちの間に も見 うけ られる ことは,本 稿でみた通 りであ る。

　 イス ラーム の 科学的合理性についての見解 も,広 ま りつ つあ る。 本稿でみたよ う

にキ リス ト教徒か らムス リムに改宗 した人 た ちの多 くは,　 「神 の子 イエス」　「三位一

体」 「処女懐胎 」についての懐疑 を もって いたという。 イエスを預言者 と して は認 め

るが,こ れ らを否定す るイス ラームは,キ リス ト教 よ りも合理 的で理解 しやすい と考

える人が増えて きてい る。カナダで は,ト ロ ン ト大学 の教授 ムーア博士(Dr・Moorc)

が,胎 児 の成長段階についての コー ランの記 述が,1940年 以 降,と くにこの15年 間

の科学的研究成果 とほぼ一致する とい う研 究を発 表 して いる。 ムーア博士 は,こ の

記述 が 「長 らく存在 して きた 科学 と宗教 の間 の溝 をせばめ るもの」と 述 べ て い る。

この研究 につ いては,Islamic　 Horizonsで 大 き くとりあ げ られ た[lslamic　 Horizons

l985:1】 ば か りでな く,カ ナダの一般新聞 に も掲載 されていた[Tront　 GZobe　and　Mail

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 `
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IVewsPaPer　 l　985:3]。 イス ラームの もつ こうした科学 的合理性 は,工 学士や理学士

などの学位を もつ インテ リエジプ ト人に熱心 なイス ラーム教徒が多 い理 由の ひとつで

あろう。

　 カナダで は,1960年 代 に,ト ル ドー内閣が多文化主 義(multi-culturalism)政 策 を

うちだ した52)。 ブ リテ ィッシュ ・コロン ビア州では,多 文化主 義に関する協会(Van-

couver　 Multi-Cultural　 Society　 of　British　Columbia)が 設 立 され,多 文化主義の趣

旨をひろあて いこうとす る活動をお こな って いる。多文化主義政策に よって,カ ナダ

人 の国と して のまとま りへの志向 よりも,個 々の移民集団 の もち こむ文化が それぞれ

に拡張す るとい う結 果 も出て来 てい る。

　 ヴ ァンクーヴ ァーのエ ジプ ト人 の間で,イ ス ラーム的生活様式の強化の傾向がみ ら

れ ることに は,こ うい った さまざまの外 的情勢が,イ ス ラームの内面的要 素 とか らみ

合 って出て来 てい ると考え られ る。

　 本稿 の調査の対象 とな ったエ ジプ ト入 ムス リムは,数 の上では少数であ り,量 的に

結論 づけ ることはで きないけれ ど も,異 文化環境におかれたムス リムの質 的な様相 は

把握 する ことがで きたと考えて いる。

　筆者 はすでに,カ ナダ のアラブムス リムが,今 後ア ラブ民族 集団の一員 としてよ り

ムス リム集 団の一員 と して 自己同定 してい く可能性について指摘 した[片 倉 　 1988a:

724]。 ヴ ァンクーヴ ァーのエジプ ト人 ムス リムに も,そ の傾 向があることは,As,　 Cu

グル ープか らTrグ ループへ移行 す る者 が増加 して いること・全 体的にイス ラーム化

の現象 がみ られる ことか らも明白で ある。

　 カナダ社会 で,日 常語 と して のア ラビア語 は喪失 していなが ら,イ ス ラームが くだ

された神 の言 葉 としてのア ラビア語を 「価値言語」 と して認め る若年層 の者 た ちが,

英 語 や仏語で イス ラームを語 り,カ ナダ社会での集会で,イ ス ラームに関する演説 も

するよ うにな って いる。 ヴ ァンクーヴ ァーのア ラビア語学校で も,こ れまで非ムス リ

ムを も対象 に したテキス トを使用 していたのが,最 近では コー ランなど,イ ス ラーム

の ア ラビア語 を教 えるよ うになって きてい る。 こうした状況 の中で,カ ナダ生 まれの

2世,3世 の エジプ ト人 ムス リムが,ど の ような方向に進んでい くか,今 後 の動向を

注 目 して い く必要があ ると考え る。

52)具 体的には,民 族史の著述への補助金や民族研究講座の設立,英 仏以外の言語による新聞や

　テレビ・ラジオ局の認可および援助などをおこなうほか,公 共機関へのエスニック・マイノリ

　ティの雇用を促進しようとする政策である。
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